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松山市は、市内西長戸町に松山市北部福祉施設を建設するに伴い、事前の発掘調査を

実施しました。本書はその調査成果をまとめたものです。

調査地は、松山平野の北西部にあたり、松山市を代表する縄文時代晩期の遺跡が豊富

な地区です。

調査地の北方には縄文時代晩期の水稲耕作で著名な大測遺跡、西方丘陵上には船ヶ谷

向山古墳、船ヶ谷三ッ石古墳等の吉墳群が存在 します。

今回の発掘調査地は、平成 9年度の 2次調査の東隣にあたり、前回と同じく古墳時代

の流路を検出し、多数の土器や石器が出上しました。その中には朝鮮半島で製作された

陶質土器 2点があり、朝鮮半島との交流が具体的に明らかになり、貴重な成果を得るこ

とができました。

このような成果をあげることができましたのも、関係各位の埋蔵文化財に対する深い

ご理解とご協力のたまものであり、心から感謝申しあげる次第です。

なお、本書が今後各方面でご活用いただければ幸いに存 じます。

平成 14年 12月 24日

財団法人 松山市生涯学習振興財団

理 事 長 中 村 時 広
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例 言

1.本書は松山市埋蔵文化財センターが平成12年 4月 から9月 に、松山市西長戸町638-1外 3筆で

実施した松山市北部福祉施設建設に伴う事前の発掘調査報告書である。

2.遺構は、呼称を略号で記述した。竪穴式住居址 :SB、 掘立柱建物 :掘立、土坑 ISK、 溝 :S
D、 柵列 :SA、 柱穴 :SP、 自然流路 :SR、 性格不明遺構 iSXである。

3.遺構の測量と作図は高尾和長・山之内志郎の指示のもと後藤公伸・高松健太郎他が行った。遺構

の写真撮影は高尾・山之内・大西朋子が行った。遺物撮影と図版作成は大西が行った。

4。 本書報告の遺構図の縮尺は縮分値をスケール下に注記 した。遺物の実測図は縄文土器、弥生土器

は1/4、 土師器、須恵器は1/3、 石製品2/3。 1/3、 木製品 1/6を原則 とし、他は縮分値をスケール下

に記 した。

5。 遺物の実測・製図は高尾・山之内・田崎真理 。中村紫・宮内真弓・仙波千秋・仙波ミリ子・金子

育代 。高尾久子・東山里美 。大野裕子・山之内聖子・吉岡智美・森田利恵・平岡華美・水口あを

い・山下満佐子・平岡直美 。大西陽子・西本三枝 。日之西美春が行った。

6。 本書で使用 した標高数値は海抜標高を示 し、方位は国土座標を基準とした真北である。

7.本書では遺構・遺物編の報告と遺構写真図版の掲載を行い、次集に船ヶ谷遺跡 4次調査―考察・

写真図版編―の報告を行う。

8。 本書の執筆は第 I～ Ⅲ章を山之内が担当し、他は高尾が執筆 した。

9.自然化学分析では、株式会社古環境研究所、大谷女子大学三辻利一先生に分析と寄稿 していただ

いた。記 して感謝申しあげます。また、X線写真撮影及び木製品の保存処理は財団法人元興寺文

化財研究所に、測量用の座標の取 り付けは株式会社国際航業に委託した。

10,調査及び報告書作成においては、愛媛大学 下條信行・田崎博之・吉田広・三吉秀充・徳島大学

定森秀夫・岡山理科大学 亀田修― 。
(財 )大阪市文化財協会 田中清美・池田研・村元健―・辻美

紀・奈良大学 植野浩三・猫原市教育委員会 北野重 。
(財 )大阪府文化財調査センター 岡戸哲紀・

枚方市教育委員会 大竹弘之・香川県埋蔵文化財センター 森下英治・高松市教育委員会 大島和則

の諸先生方にご指導、ご教示を頂いた。記 して感謝申しあげます。

11.本書の編集は高尾が行い、山之内・梅木謙― 。宮内慎―・加島次郎・水口あをいの協力を得た。

12.本書で報告 した遺物・記録類は松山市立埋蔵文化財センターで保管 している。
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第 I章 はじめに

1.調査に至る経過

1999(平成 11)年 ■月、松山市障害福祉課 (以下、申請者)よ り松山市西長戸町638-1外 3筆にお

ける松山市北部複合福祉施設建設に伴う埋蔵文化財の確認願いが、松山市教育委員会文化教育課 (以

下、文化教育課)に提出された。

申請地は、松山市が指定する埋蔵文化財包蔵地「No.173東 山町古墳群」内にあり、周知の遺跡とし

て知 られている。さらに申請地周辺ではこれまでに発掘調査が数多 く実施されている。北 1.5 kmに は

多量の縄文時代晩期後半の遺物が出上した大測遺跡 (栗田2000)の ほか、北500mには縄文時代晩期

中葉の基準資料となっている船ケ谷遺跡 (阪本 1984)がある。また西300mの丘陵上には中期の前方

後円墳である船ケ谷向山古墳 (池田1989)と 、南西400mに 同時期の周溝内祭祀が行われた船ケ谷三

ツ石古墳 (梅木 1993)がある。さらに申請地の西隣には古墳時代中期の自然流路が確認された船ケ谷

遺跡 2次調査地 (高尾 1999)の ほか、北東300mに は中世の農村的集落を確認した同遺跡 3次調査地

(加島1999)がある。

文化教育課は、確認願いが申請された地点について遺跡の有無と、さらにはその範囲や性格を確認

するために、翌 12月 に試掘調査を実施 した。その結果、溝・土坑・柱穴の遺構を確認 し、遺物では弥

生土器・土師器 。須恵器が出土 した。さらに堆積土層を確認 した結果、調査区中央部には多量の遺物

を包含する包含層または自然流路が存在 していることを確認した。

この結果を受け財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋蔵文化財センター)

及び文化教育課・申請者の三者は、遺跡の取 り扱いについての協議を行い、記録保存のための事前の

発掘調査が必要と判断された。発掘調査は弥生時代 と古墳時代の集落関連遺構の広が りの確認を主目

的とし、2000(平成 12)年 4月 10日 より埋蔵文化財センターが主体となり、本格調査を実施した。

(参考文献)

栗田茂敏 2000「大測遺跡」『大測遺跡-1・ 2次調査地―』松山市教育委員会・財団法人松山市生涯学習振興財団埋

蔵文化財センター

阪本安光ほか 1984『松山市・船ケ谷遺跡』愛媛県教育委員会

池田 學ほか 1989「船ケ谷向山古墳」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅱ』松山市教育委員会

梅木謙- 1993「船ケ谷三ッ石古墳」防日気・堀江の遺跡』松山市教育委員会・財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵

文化財センター

高尾和長 1999『 船ケ谷遺跡 2次調査』松山市教育委員会・財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

加島次郎 1999『 船ケ谷遺跡 3次調査』松山市教育委員会・封団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター
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第Ⅱ章 遺跡の概要

1.地理的環境

本調査地は松山平野北西部の松山市西長戸町に所在する。松山平野は愛媛県のほぼ中央に位置して

お り、西は伊予灘 と斎灘に面 し、南東部を石鎚山系、北東部を高縄山系に囲まれた沖積平野である。

平野には、高縄山系に源を発 し北東から南西方向に流れる石手川と、石鎚山系に源を発 しほぼ西流す

る重信川の二大河川が存在 し、これらの沖積作用によって平野は形成された。

本調査地は、この石手川によって形成された扇状地の北に広がる沖積低地上に立地し、標高約 8m

を測る。この低地は、東を高縄山系の分岐丘陵、西を太山寺山塊に挟まれた東西 3.Okm、 南北 7.Okmの

細長い地溝性の低地である。また、この中央を石手川の支流である久万川が蛇行 しながら北流 してい

る。なお調査地は、斎灘に面した現海岸線までは北へ3.8km、 伊予灘に面した現海岸線までは西へ 2.5

kmの位置にある。

2.歴史的環境

縄文時代

沖積低地に立地した大測遺跡 (栗田2000)と 船ヶ谷遺跡 (阪本 1984)の調査が行われている。大渕

遺跡は1987(昭和62)年に発掘調査が行われ、遺物包含層から晩期後半の突帯文土器とともにナスビ

形の彩文を施した壷形土器や石庖丁、籾圧痕土器などが出土し初期稲作遺跡と考えられている。また、

船ケ谷遺跡は1975(昭和50)年に発掘調査が行われ、大測遺跡に先行する時期の河川や抗列、竪穴式

住居址 とともに土器・石器・木製品が多数出上 している。

弥生時代

沖積低地に立地する遺跡と、その周辺の丘陵緩斜面上に立地する遺跡とに区分できる。

低地には、山越遺跡 2次調査地 (梅木1993)があり、溝 SD2か ら前期中葉の土器とともに木製鍬

と柳葉形の磨製石鏃が出上している。

丘陵には、西側に太山寺山塊、東側に高縄山系がある。太山寺山塊の東麓には、鶴が峠遺跡 (西尾

1986)が位置し上坑内から前期後半の土器群を検出しており、土器編年資料 として良好なものである。

また、高縄山系の丘陵は南麓 と西麓に分岐し南麓では、座拝坂遺跡 (松村 1993)、 谷町遺跡 (山本

1998)、 平田七反地遺跡 (西川2000)が ある。座拝坂遺跡では、包含層から前期中葉の上器が出上 し

ており、鶴が峠遺跡出土資料 とともに貴重なものである。また、竪穴式住居址 SB3か らは後期前葉

の上器が出土 している。谷町遺跡 SBと は高床部を付設する後期末の竪穴式住居址である。出土遺物

では、竪穴式住居址内と第V層中から外来系 (吉備系)の上器が出上 している。平田七反地遺跡では、

検出遺構や出土遺物によって弥生時代終末から古墳時代初頭にかけて、集落がひとつのピークを迎え

ていたことを確認することができた。出土遺物には、外来系 (布留系甕など)の土器が出上している

ことから、他地域 との交流が考えられる特筆すべき遺跡である。

西麓には、吉藤宮ノ谷遺跡 (栗田1989)と 姫原遺跡 (相原1998)が位置する。吉藤宮ノ谷遺跡では、

墓が唯一確認されている。土坑 SK6内 から頸部より上位を欠失した後期の壼形土器 (壷構)が出土
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遺 跡 の 概 要

している。姫原遺跡では、溝 5条 と周溝状遺構 2条を検出した。周溝状遺構は、周溝に区画された内

側からは遺構 と遺物は検出されなかったが、 S D17の 周溝内からは土器が一括投棄された状態で出土

している。遺構の性格解明を進める上で重要な資料である。

古墳時代

当該期は集落と古墳に分けて分布をみる。集落はこれまでに発掘調査によって確認された事例が少

ない。そのなかでも近年発掘調査された大渕遺跡 3次調査地 (吉 岡2000)と 船ケ谷遺跡 2次調査地

(高尾 1999)の 2遺跡がある。大測遺跡 3次調査地では、前期初頭の竪穴式住居址を確認 した。竪穴

式住居址は、自然流路 SR7の周辺に配置される状況であった。さらにSR7か らは遺物が多量に出

土 し、当該期の上器編年の基準資料となるものである。また 6世紀代後半の掘立柱建物群と溝状遺構

との関連が明確になりその変遷をたどることができた。また船ケ谷遺跡 2次調査地 (高尾 1999)で は、

5世紀前半の自然流路 SRlと 祭祀遺構 S K6。 7の 2基 を検出した。 SRlか らは多量の上師器が

出上した。

古墳は、調査地の西側に太山寺山塊、東側に高縄山系の分岐丘陵があり、数多 くの古墳が分布 して

いる。太山寺山塊丘陵上には、高月山古墳群 。東山古墳群 。北山古墳群・鶴が峠古墳群などの古墳群

が存在 している。東山古墳群には、第 I章でも触れた船ケ谷向山古墳 (池田1989)と 船ケ谷三ッ石古

墳 (梅木 1993)の調査が行われている。船ヶ谷向山古墳は後円部径26mを 測る前方後円墳か帆立形

古墳と考えられ、くびれ部に円筒埴輪を配列 し、周溝内からは馬や鶏などの形象埴輪が出土している。

船ヶ谷三ソ石古墳は2基の円墳を検出し、 1号墳の周溝では祭祀が行われたと推定される須恵器と土

師器がまとまった状態で出上 している。古墳の年代は、出土遺物より5世紀末から6世紀初頭と推定

される。高月山古墳群内にある高月山 2号墳 (宮崎1988)は 、箱式石構を内部主体 とする16× 10m

の長方墳である。周溝内からは底部を焼成後に穿孔された土師器直口壷 と銅鏃が出上 し4世紀末～ 5

世紀初頭の古墳と推定されている。

高縄山系の分岐丘陵では、潮見古墳群内にある蓮華寺境内に県内で唯―の到 り抜 き式石棺 (阿蘇溶

結凝灰岩製)の舟形石棺 (高木 1987)の 身部が置かれている。また 7世紀前半の塚本 1号墳 (栗 田

1991)と 北谷古墳 (岡野1980)は大型石材を用いた横穴式石室を内部主体 とする古墳である。塚本 1

号墳は一辺17～ 18mを測る方墳であり、出土遺物に圭頭大刀や性甲小札を副葬することから、後期

の首長墓の系譜を考える上での重要な古墳である。

古代 。中世

当該期の遺構の検出例は少なく、座拝坂遺跡 (松村 1993)と 船ケ谷遺跡 3次調査地 (加島1999)の

2遺跡がある。座拝坂遺跡では 7～ 10世紀前半の掘立柱建物 2棟のほか、10世紀後半以降の土坑 2

基や柵列 4条を検出している。船ケ谷遺跡 3次調査地 (加島1999)で は、14世紀代の掘立柱建物址や

柵列・井戸によって構成される中世集落の様子が明らかとなった。
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立 地 と 環 境
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第 3図 調査地位置図 (2)(縮尺 1/1,000)
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第Ⅲ章 調査の概要

1.調査の

本調査地は調査の進行上、南区と北区に区分 して調査を行った。調査は最初に南区から開始 し、南

区終了後に北区を行った。なお、調査にあたり調査区内を4m四方のグリッドに区分けを行った。グ

リッドは西から東へA・ B… KoLと し、北から南へ 1,2… 16。 17と 設定した。

2000(平成 12)年 4月 10日 に調査事務所を設置する。■ 日に南区の調査区を設定 し、重機により

表土剥ぎを開始 し、廃土は北区へ移動 した。同時に、西に隣接 した船ケ谷遺跡 2次調査地の発掘調査

時の経験から多量の湧水が予想されたため、四方の壁面直下につF水用の トレンチを掘削 し北西角と南

東角に水中ポンプを設置し湧水に対処 した。この時点で、試掘調査時に包含層または流路とした土層

が、自然流路 (以下、SRl)の 埋上であることを確認 した。重機による表土剥ぎは、試掘調査によ

って得られたデータをもとに南区の南西部では基盤面 (後述する第Ⅷ層)の上面まで掘削し、南区の

大部分を占めるSRlは遺構上面まで掘削を行った。その後遺構検出作業を行い、 5月 11日 に遺構検

出状況の写真撮影を行った。 SRlに ついては、本来は遺構に直行する方向に土層確認用のベル トを

設定するべきであったが、規模が大規模であったことから調査グリッドを利用 して南北 (第 4図 ab)

と東西方向 (第 4図 cd)に各 1本のベル トを設定し4mグリッドごとに遺物の取 り上げを行った。

以後、その他の遺構の掘 り下げも同時進行で行い、一部を除いて南区の調査を完了し、 6月 30日 に南

区完掘状況の写真撮影を行った。その後 7月 5日 まで南区の遺構測量の補足を行った。

7月 6～ 14日 の間、北区に置いてあった廃土を移動 して南区を埋め、北区の調査区を設定し重機に

よる表土剥ぎを行う。北区では北壁と西壁直下に排水用の トレンチを掘削 した。試掘調査のデータと

南区の遺構配置状況から総合 して、北区北東部は平坦面をなし、SRlは 北西方向へ緩やかにカーブ

することが推定されたため、北東部は基盤面まで掘削 し、SRlは遺構上面まで掘削を行った。17日

からは遺構検出作業を行い、19日 には遺構検出状況の写真撮影を行った。以後遺構の掘 り下げを開始

し、SRlは南北方向のベル ト1本を残 し掘削を開始 した。また同時進行でSRl以外の遺構の掘 り

下げも行い、 9月 7日 に北区完掘状況の写真撮影を行った。 9日 には一般市民向けの現地説明会を行

った。

現地説明会後は、北区北東部で検出した掘立柱建物の規模や範囲を確認するため北区の東側を拡張

した。この拡張区においても遺構や遺物を確認 したため、遺構の掘 り下げと図面測量を行った。また

滑石製臼玉が出上 したS K24の上壊をふるいにかけ、臼玉の検出に努めた。29日 には全ての測量が

完了し、発掘機材や道具の搬出を行い、屋外調査を終了した。
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調 査 の 概 要

2.層 位 悌 5。 6図 )

調査地は、調査前には水田として利用されていた。現地表面の標高は約 9.0～ 9,5mで、南から北ヘ

傾斜 している。

基本層位は第 I層 から第Ⅷ層を検出した。tt I層灰色粘質土、第Ⅱ層橙灰色粘質土と灰色粘質上の

互層、第Ⅲ層灰色粗砂質土、第Ⅳ層灰色シル ト、第V層灰褐色シル ト、第Ⅵ層褐色シル ト、第Ⅶ層暗

灰色粘質上、第Ⅷ層黄灰色粗砂質土 (地山)である。

第 I層 :現代の水田耕作土である。調査区全域に厚さ10～ 30cmで堆積する。

第Ⅱ層 :旧耕作土と旧床上の互層である。調査区全域に厚さ9～ 78cmで堆積する。

第Ⅲ層 :灰色粗砂質上である。東半部に厚さ6～ 28cmで堆積する。

第Ⅳ層 :灰色シル トである。約 l Hllll以 下の微砂質土を含む。南区南東部に厚さ10～ 20 cmで堆積す

る。

第V層 :灰褐色シル トである。本層上面では褐色粘質上をブロック状に含む。南区南東部に厚さ8

～22 cmで堆積する。

第Ⅵ層 :褐色シル トである。東部を除く調査区のほぼ全域に厚さ6～ 30cmで堆積する。

第Ⅶ層 :暗灰色粘質土で遺物包含層である。局部的に灰色粗砂質上を含む。東部と北部を除く調査

区のほぼ全域に厚さ12～ 40cmで堆積する。

第Ⅷ眉 :地山である。

後述する各遺構は第Ⅷ層上面またはSRl内 の各層上面で検出した。第Ⅲ～Ⅵ層は、古代から近世

の遺構の存在が予想されたが、当該期の遺構 と遺物は検出されなかった。第Ⅶ層には、局部的に灰色

粗砂質上を含んでいたため、重機による掘削段階からSRl①層との区別が明確でない部分もあった。

また第Ⅶ層は、その下層に存在するSRlが凹地になった部分に堆積していることから本来はSRl
の堆積土層の一部であった可能性も考えられたが、西に隣接した2次調査地SRlと の関連から、本

調査でも遺構埋土としては取り扱わなかった。(第Ⅵ章参照)
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第 I層   橙灰色粘質土と灰色粘質土の互層 (旧耕作上、旧床工)

第Ⅲ層   灰色粗砂質土

第Ⅳ層   灰色シルト

第V層   灰褐色ンルト
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第Ⅳ章 遺構と遺物

本調査では、弥生時代と古墳時代の遺構と遺物を検出した。遺構は自然流路 1条、竪穴式住居址 1

棟、掘立柱建物跡 6棟、土坑26基、溝 7条、柵列 3基、杭列 2基、柱穴120基、性格不明遺構 1基で

ある。遺物は土製品 (弥生土器、土師器、須恵器、陶質土器、朝鮮系軟質土器、分銅形土製品、ミニ

チュア土製品)、 石製品 (石鏃、石庖丁、石斧、石錘、砥石、磨石、敲石、台石)、 滑石製品 (紡錘車、

有孔円板、勾玉、管玉、臼玉)、 木製品 (農具、井戸枠、柱材、杭材 )、 鉄製品、種子、骨、歯牙があ

る。

以下、時代ごとに遺構と遺物について説明を行う。自然流路 SRlは 、弥生時代前期から古墳時代

後期まで長期間にわたって存在 し、本調査の重要な遺構であり調査区の大部分を占めるため最初に記

述する。出土遺物の弥生土器は、松山平野の時期編年が示されているため時期別に掲載 し、須恵器は

器種ごとに掲載する。

1.弥生時代前期～古墳時代後期

(1)自 然流路 (SR)

SRl(第 4図 )

調査区のB3～ H17区 に位置し調査区の大半を占める。北側と南側は調査区外に続 く。西側は急勾

配を呈するのに対 して、東側は緩やかな勾配を呈する。流路は、南東から北西方向へ向かって蛇行 し

ながら流れている。規模は検出長56m、 上場幅28～ 30m、 深さ92 cmを 測る。上流と下流の川幅はほ

ぼ同じである。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は3層 に分かれ、①層暗灰色粗砂質土、②層黒色

粘質上、③層黒色粗砂質上である。①層と②層、②層と③層との境に灰色粗砂質土を5～ 10cmの厚み

でブロック状に含んでいる。遺物は、各層ともに多数出土したため、取り上げはグリッドごとに取り

上げ、完形品は番号を付けて取り上げを行った。②層はG6,7区 から完形の陶質土器が出土したた

め他の遺物と分けて②層の最初に掲載する。以下、各層ごとに概説を行う。

SRl③ 層 (第 7図 )

③層の範囲はE・ F4～ 13区 を中心に流路の最下層に深さ9～ 30cmの厚みで堆積している。出土

遺物は縄文土器、弥生土器、土師器、石器がある。③層の最終埋没時期は弥生後期末から古墳時代初

頭であるため、遺物は弥生後期、古墳初頭、弥生中期、弥生前期、縄文、石器の順で掲載する。なお

弥生土器の時期は (菅原・梅木編年2000木耳社)『弥生土器の様式と編年四国編』を使用する。

出土遺物 (1～ 267)(第 8～ 32図 )

弥生時代後期 (V-3様式)(第 8～ 10図 )

甕形土器 (1～ 11)1・ 2は大型品で口縁部は外反する。3～ 5は中型品の口縁部。6～ 9は「く」

の字状の口縁部。10。 11は小さい底部。

壼形土器 (12～ 28)12～ 17は複合口縁壷。12・ 13は大きく内傾する拡張部。12・ 15。 16は拡張

部に施文を施す。18は外反する口縁部、頸部に凸帯を貼り付ける。19。 20は 口縁部の小片、端部を

拡張し波状文を施す。21は復元完形、小型品。221ま 外反する口縁部。23は長い口顎部、外面に細い

沈線状の線 1条。24・ 251ま 直線的に伸びる口縁部。26は外反する口縁部。27は胴部片、外面に波状
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第 7図 SRl ③層の範囲

文を施す。28は九味のある底部から胴部。

鉢形土器 (29～ 34)29は外反する口縁部。30は 「くJの字状口縁部。31は くびれの弱い口縁部。

32・ 33は小さな九味をもつ底部。341ま 直口口縁。

高邪形土器 (35～ 41)35。 36は杯部の口縁部、端部を拡張 し施文を施す。37～ 401よ 柱部。38・ 39

には円孔。40は短い柱部。41は有段の裾部に円孔と施文を施す。

器台形土器 (42)エ ンタシス状の柱部。

支脚形土器 (43～ 47)43～ 45は 中空。46は 器高が低 く上下が凹む中実。47は角状で背面に円孔。

甑形土器 (48)尖底の底部。

土製品 (49)月 さヽい把手状。

ミニチュア土器 (50・ 51)50は九底。51は くびれの上げ底、口縁部は「コ」の字状。

古墳時代初頭 (V-4様 式)(第 11図 )

壼形土器 (52)胴部の小片、簾状文。

高邦形土器 (53・ 54)路 は短い柱部、裾部に円孔。54は郭部はわずかに外反し丸い。

鉢形土器 (55)丸味のある口縁部。

壷形土器 (56・ 57)56は 複合口縁壺、拡張部は直線的に立ち上がる。57は長胴の胴部、頚部は太

頸で短い。
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弥生時代前期～古墳時代後期

0                     10                    20cm

(S=1:4)

第3図  SRl ③層出土遺物実測図 (1)

弥生時代後期 (V-1様式)(第 12図 )

甕形土器 (58・ 59)58は肩部の張りが弱い。59は「く」の字状口縁。

壺形土器 (60～ 64)60・ 61は 回縁部に凹線文を施す。62は短く直立する顎部、水平に開く口縁部。

63は長頸壷、顎部に沈線。
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遺 構 と 遺 物

20cm

(S=1:4)

第11図 SRl ③層出土遺物実測図 (4)

鉢形土器 (64)大型品、「く」の字状口縁。

弥生時代中期 (Ⅲ様式)(第 13図 )

甕形土器 (65～ 69)65・ 66は折り曲げ口縁。67は貼付口縁。68。 69は 口縁下に押圧された凸帯を

只占り付ける。

壺形土器 (70～ 76)70,71は外反する口縁部。71は 口縁下に凸帯。72・ 73は 口縁部端部に斜格子

文。74・ 75は無顎董。74は沈線 1条 と円孔。76は胴部片、凸帯を2条員占り付ける。

ジョッキ形土器 (77'78)平底の端部に穿孔。

高不形土器 (79)組合せ技法。

甕形土器 (80)く びれの上げ底。

分銅形土製品 (81)隅丸方形。顔面の表現なし。

弥生時代中期 (Ⅱ 様式)(第 14図 )
岬

壷形土器 (82～ 84)82は波状文と沈線文。83は竹管文と波峡文。84は竹管文と弧状の沈線文。

甕形土器 (85)く びれの上げ底。
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弥生時代前期～古墳時代後期

弥生時代中期 (第 15図 )

甕形土器 (86～ 93)86～ 88は折 り曲げ口縁、口縁下に沈線文。86は縦方向の櫛描沈線文。88は櫛描

沈線文。89は 口縁下に櫛描沈線文と刺突文を施す。90～ 93は貼付口縁下に沈線文。92は櫛描。93は

頸部下に凸帯 1条 と櫛描沈線文を施す。94は胴部片、櫛描沈線文。95は わずかに丸味をもつ平底。

鉢形土器 (96)口縁部の小片。

壷形土器 (97～ 108)97・ 98は外反する口縁部、内面に凸帯を貼 り付ける。99は顎部に凸帯を貼 り

付ける。1001ま胴部片、凸帯 1条 と波状文を施す。101～ 108は胴部片で波状文、刺突文、沈線文、斜

格子文を施す。

弥生時代前期 (I-4様 式)(第 16・ 17図 )

甕形土器 (109～ 118)109～ 112は折 り曲げ口縁。■1・ 1121ま口縁下に沈線文を施す。113～ ■6は

0                     10                    20cm

(S=1:4)

第12図 SRl ③層出土遺物実測図 (5)
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第13図 SRl ③層出土遺物実測図 (6)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第14図 SRl ③層出土遺物実測図 (7)

貼付口縁。115,■61よ 口縁下に沈線文を施す。117は 口縁下に縦・横方向の沈線文と刺突文を施す。

118は 口縁下に沈線文と「M」 字状の凸帯を貼 り付ける。

壷形土器 (■ 9～ 126)119は端面に刻み、内面に凸帯を貼 り付ける。120は 内面に凸帯、顎部に沈

線と刺突文を施す。121～ 123は外反する口縁部、端部に刻みを施す。124は頸部に刺突押圧された凸

帯を貼 り付ける。125は胴部片、押圧された凸帯を貼 り付ける。126は胴部片、貝殻文を施す。

鉢形土器 (127～ 130)127・ 1281よ大型品。口縁部を折 り曲げる。129は貼付口縁の小片。1301ま く

びれの上げ底。

甕形土器 (131～ 133)131は くびれの上げ底。132は上げ底 (城 ノ越式)。 1331ま 厚みのある平底。

高郭形土器 (134)柱部に凸帯を貼 り付ける。

弥生時代前期後半 (1-3様 式)(第 18図 )

甕形土器 (135)只占付口縁。

鉢形土器 (136)端部に凸帯を貼 り付ける。 (無文土器系 )

壺形土器 (137～ 144)137は外反する口縁部、頸部に段をもつ。138は外反する口縁部、顎部に2

条の沈線文。1391よ頸部の小片、沈線文を施す。140～ 142は胴部片。1401ま沈線文と弧文を施す。141

は沈線文。142は弧文を施す。143は厚みのある平底、大分産か。1441よ平底、外面に3条の貝殻文を

施す。

弥生時代前期前半 (I-1・ 2様式)(第 19図 )

甕形土器 (145～ 147)145。 146は 口縁部片、口縁部下部に凸帯を貼 り付ける。147は屈曲する胴部

に刻み目を施す。

壷形土器 (148・ 1479)148は頸部に 1条の沈線。1491よ 内傾する太い頸部に沈線を施す。

縄文時代～弥生時代前期 (第 19図 )

深鉢 (150)直口する口縁部。

浅鉢 (151・ 152)151は 口縁部内面に2条の凹線が巡る。152は月同部が張る。
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第15図 SRl ③層出土遺物実測図 (8)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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遺 構 と 遺 物

10

(S=1:4)

第17図  SRl ③層出土遺物実測図 (10)

SRl③層出土石製品 (153～ 204)(第 20～ 26図 )

153は石錐。打製の完形品。154～ 157は スクレイパー。材質はサヌカイト。158は剥片。材質はサ

ヌカイト。159は土掘 り具。装着部は欠損している。160～ 163は 石錘。1601よ細い溝が全周し、幅広

の浅い溝が半周する。161・ 1621よ側面に扶 り。163は打ち欠き礫石錘。164～ 168は敲石。164。 165

は完形品。円形で使用痕が顕著。166は楕円形状、欠損しているが使用痕顕著。167は楕円形状、使用

痕顕著。168は球形状、欠損している。169イよ敲・磨石、球形。170～ 177は磨石。171～ 173は使用痕

顕著。178～ 1811ま砥石。178。 179は安山岩。180は石英粗面岩。181は仕上げ用。182～ 186は台石。

187～ 191は石庖丁。187は 2カ 所の穿孔。188～ 191は未製品。192・ 198は石鎌。未製品。194～ 198

は石斧。1941ま 柱状片刃石斧の欠損品。195は刃部が使用により潰れている。1971ま 磐状片刃石斧。

198は扁平片刃石斧。研磨行程の未製品。1991よ石鎌。2001よ 石器素材。201は扁平片刃石斧の未製品

(打製段階)。 202は石器素材。203。 204は原石。203は紡錘車用か ?

時期 :出土した土器の年代と土坑との切り合い関係から弥生時代後期末～古墳時代初頭と考えられ

る。
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弥生時代前期～古墳時代後期

SRl ③眉出土遺物実測図
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弥生時代前期～古墳時代後期
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弥生時代前期～古墳時代後期
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弥生時代前期～首墳時代後期

第24図  SRl ③層出土遺物実測図 (17)
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SRl ③層出土遺物実測図 (18)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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遺 構 と 遺 物

SRl②層G6。 7区 (第 28図 )

②層掘り下げ中に須恵器の完形品が出上した。このためG6。 7区は、全ての遺物を残して掘り下

げを行うことにした。その結果、G6・ 7区は上下に分層される。出土状況は上層では、須恵器の杯

蓋と邦身が3点 (208～ 210)出上し土師器は出土していない。下層では、陶質土器の小型器台2

点、盛1点、軟質土器、勾玉1点 と土師器が多数出土し、とくに、土師器の器種では高杯形土器とミ

ニチュア土器が多くを占める。小型器台の出土状況はG7区に並んで出上した。205は 口縁部を下に

し脚部は破損 していた。破損 した脚部は重なりあって出土 した。206は 完形品で横転 した状態で出土

した。磁207は完形品でG6区に横転 した状態で出上 した。

出土遺物 (205～ 267)(第 27走 32図 )

陶質土器 205'206は 完形品の小型器台。205は杯内面に凸帯を巡らし中央部に穿孔。脚部は 2条

の凹線、 1条の凸帯、三角形の透かしを施す。206イよイ中央部に穿孔。脚部に三角形 と半円形の透か

し、裾部 2カ所に凸帯を施す。

須恵器 207は甦の完形品。口縁部は外傾 し端部は尖 り気味。208。 209は イ蓋。208は口縁部と天

井部を分ける稜は断面三角形状で長い。209は 完形品。210は郭身。

土師器 211～ 214は甕形土器。215～ 225は壼形土器。226～ 246は高郭形土器。2471よ 脚。248～

(S=1:3)

第27図  SRl ②層G6・7区出土遺物実測図 (1)

＼

,
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弥生時代前期～古墳時代後期

G■ Hr

7

L=9.000m

□

[]209
207

(S=1:40)

第28図  SRl ②層G6・7区出土遺物配置図

261は ミニチュア土器。

軟質土器 262・ 263は甑。262は 短 く外反する口縁部。把手がつ く胴部に沈線を施す。263は 胴部

片。264～ 266は 甑か甕の胴部片か ?267は勾玉の完形品。

時期 :出上 した土師器の形態より古墳時代前期 と考える。
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遺 構 と 遺 物

第29図  SRl ②層G6・7区出土遺物実測図 (2)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第30図  SRl ②層G6・7区出土遺物実測図 (3)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第32図  SRl ②層G6・7区出土遺物実測図 (5)
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遺 構 と 遺 物

SRl② 層 (第 33図 )

②層の範囲はSRl内 すべてに堆積 し、流路の中位に深さ10～ 85 calの厚みで堆積 している。②層

は S K14・ 22・ 24と の切 り合い関係から、上下層に分けることが調査の終盤で判明したが、②層は

ほとんど掘 り下げが終わっていたため分層 した遣物の取 り上げはできなかった。出土遺物は、土師器、

須恵器、陶質土器、朝鮮系軟質土器、ミニチュア土製品、石鏃、石庖丁、石斧、砥石、磨石、敲石、

台石、紡錘車、有孔円板、勾玉、管玉、臼玉、杭材、鉄器、骨、歯牙がある。とくに、須恵器のぬ 、

短顕壼は、底部を上に向けた状態で、 SRの東岸から多 くが出土 した。606の 甕形土器は肩部から口

縁部が②層から出土 し、胴部から底部はS K24か ら出土 した。

出土遺物 (268～ 1095)(第 34～ 104図 )

土師器 (268～ 4密)268～ 308は 甕形土器。268～ 279は外反する口縁部。280～ 293は 回縁端部が内

傾する面をもつ。294～ 308は 回縁外面に段を持つ。309～ 352は 壼形土器。309～ 312・ 316は 二重口

縁壼。322・ 323は 肩部に線刻を施す。330～ 340は小型丸底壷か。341～ 352は 手捏品。353は 盟。354

～397は 高杯形土器。398～ 420は 鉢形土器。409は 底部に葉脈状の線刻を施す。413は 内面に放射状の

暗文。421～ 442は 甑形土器。421・ 422は 口縁部。423～ 426は 把手上面に切 り込みあり。427～ 429は

把手端面に穿孔。441・ 442は底部に円孔。443～ 453は製塩土器。454～ 4741ま ミニチュア土器。472

は線刻あり。473・ 474は把手か。475は 冑。前面部が尖 り裾部に凸帯を貼 り付ける衝角付冑。476・

477・ 478は 短甲。476は 中空で押付板が隅丸方形、上部狽1面 と前面に決 りを施す。裾部は摘み出しに

より僅かに開く。477は 中空で、上部側面と前面に狭 り、裾部はくびれて僅かに開く。478は 上部と下

部を欠失する。上部前面の狭 りが残る。479は盾。隅丸の長方形状である。背面に粘土紐による把手

を貼 り付けている。480は紡錘車。外面に沈線。481～ 484は土錘。485はふいご (羽 口)。 486は 円筒

埴輪。

須恵器 (487～ 741)487～ 515は杯蓋。516は 蓋。高霊タイプか。517～ 548は 杯身。549～ 552は 高

lTxの 蓋。553～ 604は 高杯。566～ 568の杯部と604の 脚部は市場タイプか。605～ 647は 甕形土器。605

は底部内面に「十J字の線刻。606は 肩部から口縁部が SR出土、肩部から底部はS K24出土。607

は頸部に段を持つ。609は 縄席タタキ。610は 頸部に段を持つ、底部は平坦気味。611～ 613は 器壁が

薄い。614・ 615は格子タタキ。648は把手付鍋。把手は貫通する切 り込み、胴部に沈線。649～ 651は

甑形土器。650は 胴部に沈線。652～ 688は壺形土器。653は外面に格子タタキと螺旋状の沈線。655は

底部近 くに厚みを持ち沈線あ り。656～ 661は 回縁部に凸帯が巡る。662は 底部が凹む。663は 口縁部

中位に凸帯を巡らし二重口縁 とする。666イよ頸部に段を持つ。672は 底部が平坦で外面は黒褐色。679

は外面にタタキが残る。687・ 688は 脚部。689～ 692は重蓋。693は 対。694～ 721は盟形土器。694は

外面にヘラ記号。722は把手付坑。723～ 725は 坑形土器。726～ 741は 器台形土器。730は外面に波状

文で黒色。737～ 739は 竹管文を施す。741は 透かしあり。742～ 801は 軟質土器。7811よ把手部。端部

に穿孔。

縄文土器 (802・ 803)

802・ 803は深鉢の回縁部。803は幅広の沈線文。

弥生時代前期末～中期初頭 (I-4様 式)(804～ 826)(第 74・ 75図 )

804～ 8Hは甕形土器。812～ 820は壺形土器。821～ 824は鉢形土器。825は蓋か。8261よ不明土製品。

弥生前期前葉 (Ⅱ 様式)(827～ 843)(第 75'76図 )

827～ 831・ 841は 甕形土器。832～ 886は壼形土器。8351よ搬入品 (安芸)。 837・ 8401よ 高杯形土器。

838・ 839は 台形土器。842・ 843は分銅形土製品。

L
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第34図  SRl ②層出土遺物実測図 (1)
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第35図  SRl ②層出土遺物実測図 (2)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第36図  SRl ②層出土遺物実測図 (3)
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弥生時代前期～古墳時代後朗
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第38図  SRl ②層出土遺物実測図 (5)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第40図  SRl ②層出土遺物実測図 (7)
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第42図  SRl ②層出土遺物実測図 (9)
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弥生時代前期～古墳時代後朗
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第45図  SRl ②層出土遺物実測図 (12)
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弥生時代前期～古墳時代後期

①
４３

為
Ｙ

ｏ

 ヽ|

〇

Iジ

ifミ

=三==正
三
=========/

第46図  SRl ②層出土遺物実測図 (13)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第48図  SRl ②層出土遺物実測図 (15)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第54図  SRl ②層出土遺物実測図 (21)
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弥生時代前期～古墳時代後期

第56図  SRl ②層出土遺物実測図
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弥生時代前期～古墳時代後期

第58図  SRl ②層出土遺物実測図 (25)
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第59図  SRl ②層出土遺物実測図 (26)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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弥生時代前期～古墳時代後期

第62図  SRl ②層出土遺物実測図 (29)
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第63図  SRl ②層出土遺物実測図 (30)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第64図  SRl ②層出土遺物実測図 (31)
(S=1:3)
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第65図  SRl ②層出土遺物実測図 (32)
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弥生時代前期～古墳時代後期

第66図  SRl ②層出土遺物実測図 (33)
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弥生時代前期～古墳時代後期

第68図  SRl ②層出土遺物実測図 (35)
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遺 構 と 遺 物

第69図  SRl ②層出土遺物実測図 (36)
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第70図  SRl ②層出土遺物実測図 (37)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第74図  SRl ②層出土遺物実測図 (41)
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第75図  SRl ②層出土遺物実測図 (42)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第76図  SRI ②層出土遺物実測図 (43)

弥生後期 (V様式)(844～ 990)(第 77～ 87図 )

844～ 875は奏形土器。874は搬入品 (讃岐下川津Ⅳ)。 876～ 927は壼形土器。876～ 904は複合口縁

壼。907～ 9121ま 口端部を拡張し施文を行う。919～ 9221よ 長頸壼。928～ 947は鉢形土器。941は搬入

品 (讃岐下川津)。 香川県以外では出土していない。948～ 954は高イ形土器。955。 956は器台形土器。

957。 958は 甑形土器。959は蓋形土器。960は不明土製品、接合面が残る。9611ま ミニチュア土器。

962は注口土器。963・ 964は さじ形土器。964は把手部。965は分銅形土製品。966～ 990は支脚形土器。

966～ 971は角状突起を持つ。972～ 975は 中空。976～ 9901ま 底脚。

SRl② 層出土石製品 (991～ 1087)(第 88～ 103図 )

991はスクレイパー。992～ 996は粗製剥片刃器。997～ 999は石鍬。1000は碇石。1001～ 1024は石

錘。1025。 1026は 石棒。1027。 1028は男根状石製品。1029～ 10401ま 敲石。1041・ 1043は磨石。1042

は敲 。磨石。1044～ 1046は砥石。1047・ 1048は台石。1049～ 1056は石庖丁。1057～ 1059は石鎌。

1060～ 1062は石剣。1063～ 1068は両刃石斧。1069～ 1073は柱状片刃石斧。1074～ 10791よ 紡錘車。

1074と 1078は上部に加飾する。1080は有孔円板。1081は勾玉。1082は 残核。1083は 板状剥片素材。

1084-1087は原猛乳

SRl②層出土装身具 (lo88)(第 103図 )

1088は垂飾品。材質は骨で2物所の穿孔が残る。

SRl②層出土木製品 (1089～ 1092)(第 104図 )

1089 。 10901ま幻死わt。  1091 ・ 1092イよんt。

SRl②層出土鉄製品 (lo98～ 1095)(第 104図 )

1093は鉄刀。1094は不明品。1095は鉄鏃。

時期 :出土した須恵器の年代から古墳時代中期とする。
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第77図  SRl ②層出土遺物実測図 (44)
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弥生時代前期～古墳時代後期

第78図  SRl ②層出土遺物実測図 (45)
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弥生時代前期～古墳時代後期



遺 構 と 遺 物
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弥生時代前期～古墳時代後期

第84図  SRl ②層出土遺物実測図 (51)
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第85図  SRl ②層出土遺物実測図 (52)

-96-



弥生時代前期～古墳時代後期

℃ 氷 ⇒ 餓 ⑮
962

フ    963

甥鰯唖―○

965

964

浦
夢

第86図  SRl(②層出土遺物実測図 (53)
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弥生時代前期～古墳時代後期

第90図  SRl ②層出土遺物実測図 (57)
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遺 構 と 遺 物
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第93図  SRl ②層出土遺物実測図 (60)
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弥生時代前期～古墳時代後期

第94図  SRl ②層出土遺物実測図 (61)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第98図  SRl ②層出土遺物実測図 (65)
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第99図  SRl ②層出土遺物実測図 (66)
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弥生時代前期～古墳時代後期

第100図  SRl ②層出土違物実測図 (67)

0                         5cm

(S=213)

-111-



遺 構 と 遺 物

第101図  SRl ②層出土遺物実測図 (68)
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第102図  SRl ②層出土遺物実測図 (69)
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遺 構 と 遺 物

SRl①層 (第 105図 )

①層の範囲はF4・ 5。 6,13区を中心に流路の最上層に深さ5～ 15 cmの厚さで堆積している。

出土遺物は土師器と須恵器、石製品がある。

出土遺物 (1096～ 1222)(第 106～ l17図 )

須恵器 (1096～ 1181)1096～ 1105は郭蓋。■06～ 1114は杯身。1115～ 1117は高杯蓋。1118～ 1140

は高杯。1141～ ■52は甕形土器。■53～ 1167は壷形土器。1153は 三耳董。■68～ ■74は 甦形土器。

1175は横瓶。1176。 ■77は提瓶。■78は瓶。1179・ ■80。 1181は器台。

土師器 (■82～ 1200)1182・ l183は壷形土器。1183は手捏形土器。11訊 は鉢形土器。■85～ ■88

は高杯形土器。■89は甑形土器の把手。■90は製塩土器。■91～ 1195は軟質土器の小片。1196・

■97はふいご (羽口)。 1198～ 1200は土錘。

弥生土器 (1201～ 1203)1201は小型の分銅形土製品 (前期 )。 1202は壼形土器。1203は 奏形土器

(山陰系 )。

石製品 (1204～ 1222)1204は スクレイパー。1205は石錘。1206は石棒。1207・ 1208は敲石。1209

は磨石。1210は砥石。12■ は台石。1212は残核。1213は石核。1214は 素材。1215は石庖丁。1216～

1220は石斧。1216。 1217は両刃石斧。1216は伐採斧、欠損後楔 として再利用か。1218・ 1219は扁平

片刃石斧。1220は柱状片刃石斧。1221は紡錘車。1222は勾玉。1221・ 1222の材質は滑石。

時期 :出上した須恵器の年代から古墳時代後期と考えられる。

―
○

17 1 16 1 15 1 14 i 13 1 12 1 1ユ  1 10 1 9 1 8 1 7 1 6 1 5 1 4 1 3 1

0                   10                   2(

第105図 SRl ①層の範囲
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弥生時代前期～古墳時代後期
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0            5            1 0Cm

(S=1:3)

，

／
ノ

-119-



遺 構 と 遺 物

115o                                                            l151

1152
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弥生時代前期～古墳時代後期
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0          5           10Cm

(S=1:3)

疹
∈

-121-



遺 構 と 遺 物

第111図  SRl ①層出土遺物実測図 (6)
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第113図  SRl ①層出土遺物実測図 (8)
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弥生時代前期～古墳時代後期
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第114図  SRl ①層出土遺物実測図 (9)
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弥生 時代 前期

2.弥生時代前期

当該期の遺構は、土坑 2基がある。検出した 2基は性格が判明 している。 SKlは井戸または集水

施設、 S K10は土器棺である。平面形態は円形が 1基 (SKl)、 精円形が 1基 (S K10)である。

(1)土坑 (SK)
SKl(第 ■8図 )

調査区南部のE14区に位置する。SRl②層に上部が削平される。平面形態は円形である。規模は

東西0.馳 m、 南北0,74m、 深さ25cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は2層 に分かれ、 1

層暗灰色シルト (黄色ブロック混じり)、 2層灰色粗砂質土である。床は砂地である。出土遺物は井

戸枠に使用した弥生土器の壺形土器がある。出土状態は、SRの肩部に第Ⅷ層地山を円形に掘り込み、

掘り方一杯に正位置で据え置かれていた。壺形土器は意図的に底部を打ち割っている。遺構の性格は

出土状況から丼戸または集水施設と考えられる。土器内からの出土遺物はない。

出土遺物 (第 ■9図 )

壷形土器 (1223)胴部と口縁部を分ける顎部に段を持ち、口縁部は内傾する。底部は井戸枠として

使用するために打ち欠いている。

時期 :出土した壷形土器の形態から弥生時代前期 (I-2様式)と考えられる。

拘

」

コ

Ｅ
ｏ
冨

＝

コ

ヒ

L=8,10m

暗灰色シルト (地山の黄色ブロック混、砂混じり)

灰色粗砂質土

0                     1m

(S=1120)

第118図  SKl測量図
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遺 構 と 遺 物

(S=1:4)

第119図  SKl出土遺物実測図

S K10(第 120図 )

調査区中央部のH9区に位置する土器棺である。上部をSRl②層に、南側をトレンチに削平され

る。残存する墓坑の平面形態は精円形である。規模は長径0,75m、 残存短径0.39m、 深さ13 cmを 測る。

断面形態はレンズ状を呈する。埋土は暗灰色粘質土である。出土遺物は弥生土器の重形土器と鉢形土

器がある。出土状態は、墓坑の掘り方一杯に壷形土器 (棺身)の底部を下にして斜倒状に据え置き、

口縁部を東向きにし鉢形土器 (棺蓋)で覆い被せた組合せ式の上器棺と考えられるが、上部は削平され

構身と棺蓋が破損している。棺内からの出土遺物は棺に使用された壼形土器と鉢形土器の破片がある。

L=8,60m

暗灰色粘質土

0                     1m

(S==1 :20)

第120図  SK10測量図

Ｅ

ｏ
ｏ

∞
＝

コ
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弥生時代前期

出土遺物 (第 121図 )

1224は棺蓋 (鉢形土器の転用品)。 口縁部を外上方に緩やかに折 り曲げる。1225は構身の壷形土

器。内傾する頸部に 1条の沈線文、胴部に3条の沈線文を施す。

時期 :出土した鉢形土器と壼形土器の形態から弥生時代前期 (I-3様式)と 考えられる。

1225

第121図  SK10出土遺物実測図

ドヽヽャ

キャギ、キ
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遺 構 と 遺 物

3.弥生時代 中期

遺構は、溝 2条、土坑 2基である。溝 2条はSRl③層が溜まる以前に機能していた自然の流路で

あるためSRl内のSDl'SD3と した。上坑は平面形態が楕円形 1基 (S K12)と不整形 1基 (SK
■)である。

(1)溝  (SRl‐ SD)
SRl― SDl(第 4図 )

調査区南部のF15～ G16区 に位置する。 SRlの床面からの検出である。規模は、検出長9.51m、

幅0.3～ 0.37m、 深さ15cmを測る。断面形態は「U」 字状を呈する。埋土は黒色粗砂質上である。出

土遺物は弥生土器がある。

出土遺物 (第 122図 )

1226は 斐形土器の底部。

時期 :出土した甕形土器の形態から弥生時代前期末～中期初頭 (I-4様式)と考えられる。

曽
囲

第122図  SRl―SDl出土遺物実測図

SRl― SD3(第 4図 )

調査区南部のD14～ F15区 に位置する。 SRlの 床面からの出上である。規模は、検出長 12.85m、

幅0,3～ 1.02m、 深さ1l cmを 測る。断面形態は「 U」 字状を呈する。埋土は黒色粗砂質土である。出

土遺物は弥生土器がある。

出土遺物 (第 123図 )

1227。 1228は甕形土器。1229～ 1231は壷形土器。

時期 :出上 した甕形土器の形態より弥生時代中期 (Ⅱ 様式)と 考えられる。

Ｆ

・
‐２３

1227

(S=1:4)

第 123図  SRl―SD3出土遺物実測図
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弥 生 時代 中期

(2)土坑 (SK)
S Kll(第 124図 )

調査区商部のE14～ F15区 に位置する。SRl③層に削平される。平面形態は不整形である。規模

は長径 1.01m、 短径0.85m、 深さ32cmを 測る。断面形態は悟鉢状を呈する。坦土は2層に分かれ、 1

層暗灰色微砂質土、 2層黒色粘質土 (黄色ブロック混じり)である。出土遺物は弥生土器がある。

出土遺物 (第 124図 )

1232は壷形土器の底部片。1233は鉢形土器、日縁部は短く水平に折り曲げる。

時期 :出上した鉢形土器の年代から弥生時代中期 (Ⅱ 様式)と考えられる。

Ｅ
ｏ
乙

＝

コ

L=810m

~『 ~覆
ヲ

1233

0                   1o                   20cm

(S=1:4)

S K12(第 125図 )

調査区南東部のG13・ 14区 に位置する。 S

Rl③層に削平される。平面形態は楕円形で

ある。規模は長径 1.07m、 短径0.84m、 深さ

77cmを測る。断面形態は上部が広い「 U」 字

状を呈する。埋土は2層 に分かれ、 1層灰色

粗砂質土、 2層灰色微砂質土 (責色上少量混

じり)である。 S K12は 、土坑としたが断面

形態と深さ、検出位置、床面が砂地であるこ

と、埋土掘削後の水の湧き方から丼戸とする。

出土遺物は弥生土器があるが小片のため図化

していない。

時期 :出上 した弥生土器の年代から弥生時

代中期 (Ⅱ 様式)と考えられる。

1.暗灰色微砂質土

2.黒色粘質土 (地山の責色ブロック混)

m

(S=1:40)

第124図  SKll測量図・出土遺物実測図

L=7.80m

Ｅ
ｏ
∞
卜
＝

コ

」

1.灰色粗砂質土

2.灰色微砂質土

(や や粘質・

少量の地山の黄色含)

0           1            2m

(S=1:40)

第125図  SK12測量図
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遺 構 と 遺 物

4.弥生時代後期

当該期の遺構は、溝 1基、土坑■基がある。溝 (SRl― SD2)は 、 SRlの 床面からの検出で

ある。土坑 13基の平面形態は、円形が 4基 (S K15・ 17・ 19。 21)、 楕円形が 6基 (SK4・ 5・

7。 9。 13・ 20)、 隅丸方形が 1基 (S K18)である。

(1)滞 (SRl― SD)
SRl― SD2(第 4図 )

調査区南部のF16。 17区 に位置する。 SRlの肩部の床面からの検出である。南側は調査区外に

続 く。規模は、検出長4.16m、 幅0.54m、 深さ13 cmを 測る。断面形態は「U」 字状である。埋土は黒

色粘質上である。出土遺物は弥生土器の壺形土器がある。

出土遺物 (第 126図 )

1234～ 1236は壺形土器。

時期 :出土した壺形土器の形態から弥生時代後期 (V-1。 2様式)と考えられる。

フ 国′ 夕
            1236

洋 ¬
~¬ ~可 ~下 ~早 ~~~―

一 ― ― ― 当

Cm

(S=1:4)

第 126図  SRl‐ SD2出土遺物実測図

(2)土坑 (SK)
SK9(第 127図 )

調査区中央部のF10区 に位置する。SRl③層に削平される。平面形態は楕円形である。規模は長

径 1.■ m、 短径0.75m、 深さ24 cmを測る。断面形態は2段堀で西側が浅く皿状で東側が深い悟鉢状を

呈する。埋土は2層 に分かれ、 1層黒色粘質土、 2層暗灰色微砂質土である。出土遺物は1層 と2層

で時期の異なる弥生土器が出上している。そのため、ここでは2層 (下層)出上の上器を上坑埋没時

の遺物と考える。

出土遺物 (第 127図 )

甕形土器 (1237・ 1238)1237は 頸部に 1本の波状文を施す。1238は底部。壼形土器 (1239。 1240)

1239は 平底の底部から胴部。1240は胴部、外面に沈線と刺突文を施す。高杯形土器 (1241)柱部、円

形の透かしを2段 4方向に施す。

時期 :出土した甕形土器の形態から弥生時代後期 (V-1様式)と考えられる。

SK4(第 128図 )

調査区西部のD12・ 13区 に位置する。SRl③層に削平される。平面形態は楕円形である。規模

は長径 1.95m、 短径 1.00m、 深さ21cmを測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は2層 に分かれ、

1層黒色粘質土、 2層暗灰色微砂質土 (黄色ブロック混じり)である。出土遺物は弥生土器と磨石が

ある。
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弥生 時代 後期

Ｅ
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．卜
＝
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仁

L=7.90m

黒色粘質土

暗灰色微砂質土

0                     1m

(S=1:20)

―
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｀
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0                     10                    20cm

(S=1:4)

第127図  SK9測量図・出土遺物実測図
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出土渡物 (第128図 )

甕形土器 (1242)口縁部の小片。壷1形土器―但243-1245)1243は 回縁部片。1244は底部。1245は

胴講片、外面に波状文―と潟線文を施す。高郭形土器 (1246・ 124つ―。

石製品 (1248)磨石。

時期 :出土した弥生土器の形態から妹生時代後期 (V-3,4様式)と考えられる。

∇
~雨

I距

L‐ 8.10m

li黒色粘質土―

″.暗疲色繊砂質土

(地山ブIPッ クa

m

(S=● 411)

〓
０
一お
＝
ョ

」

綾ヽ
i郷

Ч 引 :イ塞6

―¢―斡鱒

1247

10

(S=1:4う

1248.

|

第 128図 SK4測豊回 ,出土遺物葉測図

警
夢
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弥 生 時 代 後 期

S K18(第 129図 )

調査区中央部のF8区に位置する。 SRl③ 層に削平される。平面形態は隅九方形である。規模は

長径 1.08m、 短径 0.74m、 深さ14cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は黒色粘質土である。

出土遺物は弥生土器がある。

出土遺物 (第 129図 )

壷形土器 (1249)底部。

時期 :出土 した重形土器の形態から弥生時代後期 (V-3・ 4様式)と考えられる。

コ

L==790m

黒色粘質土

0            1            2m

(S=1:40)

第129図  SK18測量図・出土遺物実測図

SK7(第 130図 )

調査区中央部のF9区に位置する。SRl③層に削平される。平面形態は楕円形である。規模は長

径 1.30m、 残存短径 1.28m、 深さ42 cmを測る。断面形態は指鉢状を呈する。埋土は2層 に分かれ、 1

層黒色粘質上、 2層暗灰色微砂質土 (黄色ブロック混じり)である。出土遺物は弥生土器、石器、木

製の農具 (泥 よけ)未製品がある。木製品の出土状況は土坑の床面直上から出土した。

出土遺物 (第 130。 131図 )

壺形土器 (1250～ 1252)1250・ 1251は長頸壼、口縁部手前で外傾する。1252は複合口縁壼。奏形

土器 (1253)口 縁部片。

石製品 (1254・ 1255)1254は磨石。1255は 台石。

木製品 (1256)泥よけの未製品、断面をv字状に加工し2個体分が連なっている。

時期 :出上した弥生土器の形態から弥生時代後期 (V-3様式)と考えられる。

Ｅ
８
．卜
＝

コ

コ
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遺 構 と遺 物

Ｅ
黛
】卜
＝
コ
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0                             1m
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黒色藉霙主 鱒物多)

1暗灰色微砂質土 (蠅山ブロッタ1書 )

1253

20m i

7
E252

(s-1:.■ )

第180図  SKア測量図 .出土遺物1実測図 (1)
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弥生 時代 後期

第 131図  SK7出土遺物実測図 (2)
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μ

m
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遺 構 と 遺 物

S K15(第 132図 )

調査区北部のG5～ H5区に位置する。 SRl③ 層に削平される。平面形態は円形である。規模は

長径 1.51m、 短径 1.55m、 深さ69cmを 測る。断面形態は上部が広 く段をもつ括鉢状を呈する。埋土は

黒色粘質土 (下層にい くほど砂混 じり)である。 S K15は土坑 としたが断面形態と深さ、検出位置、

床面が砂地であること、水の湧き方から丼戸とする。出土遺物は弥生土器がある。

出土遺物 (第 132・ 133図 )

甕形土器 (1257～ 1261)1257・ 1258は 口縁部。1259～ 1261は底部。壼形土器 (1262～ 1265)1262

は口縁部。1263は頸部に 1条の凸帯。1264・ 1265は底部。鉢形土器 (1266～ 1269)1266は外反口縁。

1267～ 1269は直口口縁。

時期 :出土 した奏形土器の形態から弥生時代後期 (V-4様式)と 考えられる。

ヒ

L=8.30m

.黒色粘質上

(粘い、底の方がやや砂混じり)

(S=1:40)

6

Ｅ
ｏ
∞
．∞
＝

コ

第 132図  SK15測量図 。出土遺物実測図 (1)

″

喚

ヽ

1263

0                   10                   20cm
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弥 生 時代 後 期

「
∈謂 l

(S=1:4)

第133図  SK15出土遺物実測図 (2)

S K13(第 134図 )

調査区北部のF4区 に位置する。SRl③層に削平される。平面形態は楕日形である。規模は長径

2.90m、 短径2.15m、 深さ63 cmを測る。断面形態は段をもつ逆台形状を呈する。埋土は2層 に分かれ、

1層黒色粘質土 (2層 より粘質が強い)、 2層黒色粘質土である。出土遺物は弥生土器、土師器、石

製品、ナスビ形木製品がある。

Ｅ

ｏ
∞
ド

＝

コ

L=7.30m

黒色粘質土 (粘 い)

黒色粘質土 (やや砂混じり)

0              1m

(S=1:30)

第134図  SK13測量図
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遺 構 と 遺 物

出土遺物 (1270～ 1350)(第 135～ 140図 )

弥生土器 (1270～ 1328)(第 135～ 138図 )

甕形土器 (1270～ 1282)1270～ 1278は 口縁部片。1279・ 1280は 小さな平底から緩やかに立ち上が

る胴部。1281・ 1282は 小さな平底。

壺形土器 (1283～ 1300)1283は長めの胴部に内湾気味に直線的に立ち上がる口縁部。1284は肩の

張る胴部。1285。 1286は 外反する口縁部。1287は 直立する短い口縁部。1288。 1289は 長頸壺。1290

は頸部に凸帯を巡 らす。1291は 口縁部端部を拡張 し波状文を施す。1292は複合口縁重。1293は球形

の胴部。1294は 口縁部の小片。1295は 複合口縁壼の口縁部。1296は 貝殻による弧文を施す。1297は

わずかに突出する底部。1298は丸みのある底部。1299。 1300は厚みのある底部。

鉢形土器 (1301～ 1322)1301～ 1303は 外反する口縁部。1304は 1条の凸帯を頸部に貼 り付ける。

1305は 外反する口縁部。1306は 外反する短い口縁部。1307は外反する長い口縁部。1310～ 1312は直

口口縁。1313は 完形品。九味のある底部、口縁部は短 くわずかに外反。1314・ 1315は 直口口縁。

1314の底部は突出する。1316は上げ底状の底部。1317・ 1318は突出する底郡。1319は尖底状の底部。

1320は小さく突出する底部。1321は九底。1322は櫛描き沈線文と刺突文を施す。

高邦形土器 (1323～ 1325)1323は大 きく開く裾部。1324。 1325は 円孔を持つ柱部。

甑形土器 (1326)頸部がわずかに屈曲する。

支脚形土器 (1327,1328)1327は 脚部。1328は角部。

土師器 (1329～ 1342)(第 139図 )

甕形土器 (1329。 1330)1329は口縁端部が内径する。1330は球形の胴部、口縁部は直立気味にわ

ずかに内湾する。

壷形土器 (1331)球形の胴部。

高不形土器 (1332～ 1335)1332～ 1334は段を持ち外上方に開く杯部。1335は脚部。

ミニチュア土器 (1336～ 1342)1336・ 1337は壷形。1338・ 1339は壺形の手捏土器。1340～ 13421よ

鉢形の手握土器。

石製品 (1343～ 1347)1343は敲石の完形品。1344は石鎌。1345は砥石の完形品。1346。 1347は残核。

木製品 (1348～ 1350)1348・ 1349は茄子形の鍬である。1350は不明品。

時期 :出土 した弥生土器と土師器の形態から弥生時代後期・古墳時代初頭 (V-4様式)と 考えら

れる。

1273

第 135図  SK13出土遺物 実測 図 (1)

1275

0                   10                   20cm

(S=1:4)
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弥生 時代 後期

第 136図  SK13出土遺物実測図 (2)
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遺 構 と 遺 物
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第137図  SK13出土遺物実測図 (3)
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第 138図  SK珂 3出土遺物実測図 (4)
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遺 構 と 遺 物

1337

(S=1:3)

第139図  SK13出土遺物実測図 (5)

o                           5cm

(S=213)
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弥生時代後期

13出土遺物 実測図 (6)
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選構 と遺物

S K19彿141図 )

調査区北部のF6区に位置する。SRlC層に音0平される。平面形態は囀形である。1規模1ま長径

鋭90m、 1短径0乾mt深さ-16cmを Yullる .。 断面形態は播鉢状を呈する。埋土は黒色粘質土であ―る.。 出上

遺物は赤生土器がある。

出―土澄物 (第l141.図 )

1壷形土器 (451・ 1352)口縁部。鉢形土器 (1353～
-135591353は直回口縁。1354はわずかに外反

する菌縁。1355は ボタン状に実出する底部。高郭形主器 (1356)円■のある柱都。

時期 :出上した弥生土器の形畿から称生時代後期 (W-4様式)と考えられる。

L

れ
Ｆ
黛
▼
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＝
コゴ
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第14-1図  S(19測量図・出土遺物実測図
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弥生時代後期

S K20(第 142図 )

調査区北部のF5区に位置する。 SRl③ 層に削平される。平面形態は楕円形である。規模は長径

1.43m、 短径 1.21m、 深さ36 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は2層に分かれ、 1層黒

色粘質土、 2層灰色粗砂質土である。出土遺物は弥生土器がある。

出土遺物 (第 142・ 143図 )

甕形土器 (1357～ 1360)1357・ 1358は外反する口縁部。1359・ 1360は九味をもつ平底。壼形土器

(1361～ 1863)1361は 複合口縁壺。1362は 外反する口縁部。1363は 頸部に凸帯を 1条巡らす。高杯形

土器 (1364～ 1366)1364は杯口縁部。1365は脚裾部。1366は柱部、円形透かしが 2段に残る。

時期 :出土 した弥生土器の甕形土器の形態から弥生時代後期 (V-4様式)と 考えられる。

L 」

L=790m

黒色粘質土

灰色粗砂質土

0            1            2m

(S=1:40)

＼＼
0          10         2(

(S=1:4)

第142図  SK 20測量図 。出土遺物実測図 (1)
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榔66

20m

(S=1:4)

第143図 S(20出土遺物実測図 (-2)

SK5(鉾 144図 )

調査区西部のD13～ E19区に位置する。SRl⑤層F削平される|。 平面形態は楕円形である。規

模は長径lSOm、 短径0つ5m、 深さ42cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。理とは3層に分かれ、

1-層―亀 級砂質土―、2層黒色粘質土、3唐暗灰色微砂質上である。出1土遺物は弥生土器がある。

時期i理上がSK4に類似していることとSRl③薯が上層を覆うことから弥生時代後朗と考えら

れるα

L=7.80m

1.黒色微秒質土
2.黒色粘質土

3.!暗灰色稜砂質上

(S‐ 1140)

第

“

4回 sK5.測量図

遺 構 と遺 物

1964

Ｅ
Ｏ
ω
．卜
＝
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弥生 時代 後期

S K17(第 145図 )

調査区中央部のF8区に位置する。 SR

l③層に削平される。平面形態は円形であ

る。規模は長径 1.10m、 短径 1.00m、 深さ

12 cmを 測る。断面形態は皿状を呈する。埋

土は黒色粘質上である。出土遺物は弥生土

器がある。出土 した弥生土器は小片のため

図化 していない。

時期 :出土 した弥生土器の形態 と埋土か

ら弥生時代後期 と考えられる。

S K21(第 146図 )

調査区中央部のF7～ G7区 に位置す

る。 SRl③ 層に削平される。平面形態は

円形である。規模は長径 1.17m、 短径 1.00

m、 深さ24cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は黒色粘質土である。出土遺物は弥生土器が

ある。図化 した弥生土器は流入品と思われる、他の遺物は小片のため図化 していない。

出土遺物 (第 146図 )

甕形土器 (1367)折 り曲げ口縁、外面にヘラ描沈線文。

時期 :出上した弥生土器と埋土から弥生時代後嶽た考えられる。

莉

L=810m

1.黒色粘質土

第146図  SK21測量図・出土遺物実測図
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L=790m

1.黒色粘質土

o             1             2m

(S=1:40)

第 145図  SK17測量図
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遺 構 と 遺 物

5。 古墳時代前期

当該期の遺構は、土坑 7基である。

(1)土坑 (SK)
SK6(第 147図 )

調査区西部のC12・ 13区 に位置する。 SRl③ 層に削平 される。平面形態は円形である。規模は

長径 1.75m、 短径 1.40m、 深さ25cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は2層 に分かれ、 1

層黒色粘質土、 2層暗灰色微砂質土である。出土遺物は弥生土器、土師器、須恵器がある。

出土遺物 (第 148図 )

甕形土器 (1368～ 1370)1368は 肩の張らない胴部、口縁部は外反する。1369。 1370は外反する口

縁部。壼形土器 (1371～ 1374)1371は 外反する口縁部。1372は複合口縁壼。1373・ 1374は底部。鉢

形土器 (1375～ 1377)1375は外反する口縁部。1376は底部。1377は 高台状の短い台部。支脚形土器

(1378。 1379)1378は 中実。底部と受部はやや凹む。1379は 2本の角部をもつ。1380は土師器の甕形

土器。1381は須恵器の杯身。

時期 :出土 した土師器の形態から古墳時代前期初頭 と考えられる。

L=830m

黒色粘質土

暗灰色微砂質土

0                     1m

(S=1:20)

第147図  SK6測量図
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古墳 時代 前期
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遺 構 と 遺 物

SK8(第 149図 )

調査区中央部のH ll区に位置する。SRl③ 層に削平される。平面形態は楕円形である。規模は長

径 0。 71m、 短径 0.53m、 深さ1.26mを 測る。断面形態は上部が広い「U」 字状を呈する。埋土は 3層

に分かれ、 1層黒色粘質上、 2層黒色微砂質土、 3層黒色粘質土 (1層 より粘質が強い)である。出

土遺物は弥生土器、土師器、磨石がある。 S K8は 土坑 としたが断面形態が直線的な「 U」 字状であ

ること、深さが深いこと、検出位置が河岸にあること、床面が砂地であること、水が湧 くこと、これ

らのことから丼戸 とする。

出土遺物 (第 149。 150図 )

甕形土器 (1382～ 1385)1382～ 1384は 口縁部。1385は胴部、外面に刺突文・沈線文・波状文を施

す。重形土器 (1386～ 1390)1386は 口縁部。1387。 1388は 月同部。1387は櫛による沈線文を施す。

1388は 断面「M」 字状の凸帯を貼 り付ける。1389,1390は 丸味をもつ底部。鉢形土器 (1391～ 1393)

1391は直口口縁、端部に刻目を施す。1392は 底部。1393は脚付 き。支脚形土器 (1394～ 1396)「ハ」

の字状の脚部。

石製品 (1397)磨石。

時期 :出上 した土師器の甕形土器の形態から古墳時代初頭 と考えられる。

L==860m

Ｅ

ｏ
ｏ

∞
＝

コ

」

コ

黒色粘質土 (遺物多)

黒色微砂質土 (遺物やや少)

黒色粘質土 (遺物なし)
1須

恵なし

(S==1 :40)
)    ① 1385

く、01朗
と
く (ミ〔:ヨ雪テラ4388

(S=1:4)

第 149図  SK8測量図・出土遺物実測図 (1)
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古墳 時代 前 期
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第150図  SK8出土遺物実測図 (2)

S K14(第 151図 )

調査区北部のG5区に位置する。SRl②下層と③層を切る。平面形態は円形である。規模は長径

1.07m、 短径 1.00m、 深さ62cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は3層 に分かれ、 1層暗

褐色粘質土、 2層黒色粘質土・ 3層黒色粘質土 (粘質強)である。出土遺物は土師器、朝鮮系軟質土

器、木柱がある。出土状況は、土坑のほぼ中央に九材が立てられていた。木柱の周囲からは完形品の

土師器の奏形土器や小型丸底壺、製塩土器、軟質土器が出土した。

出土遺物 (第 151～ 153図 )

甕形土器 (1398～ 1406)1398は大型品、球形の胴部。13991ま 中型品、球形の胴部に外傾する口縁

部。1400は 肩の張らない胴部、口縁部は直立気味に立ち上がる。1401～ 1403は 口縁部。1404～ 1406

は丸い底部。壷形土器 (1407～ 1413)1407～ 1412小型品。1407。 1408は球形の胴部。1409は 九い底

部に頸部は広く口縁部は外傾する。1410は扁球形の胴部に直立する口縁部。1411は外傾する口縁部。

1412は直線的に伸びる長い口縁部。1413は外反する口縁部。高イ形土器 (1414)段をもち外上方に伸

びる杯部。鉢形土器 (1415)短 く外反する口縁部。製塩土器 (1416)直 立する口縁部。1417・ 1418

は朝鮮系軟質土器の胴部片。1419は弥生土器。壼形土器の底部、外面に記号あり。

木製品 (1420)木柱は角材で小日から表面には手斧と思われる加工痕が顕著にあり、小日は水平で

ある。

時期 :出上した土師器の奏形土器、壼形土器の形態から古墳時代前期と考えられる。
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遺 構 と 遺 物

L=830m
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盾   1.暗 褐色粘質土 (ややポサポサ、土器混)

2.黒色粘質土 (粘い)

3.黒色粘土 (粘質強・木がやせた部分 )

0                    1m

(S=1:20)
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第151図  SK14測量図・出土遺物実測図 (1)
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古墳 時代 前 期

第152図  SK14出土遺物実測図 (2)

(S=113)

こ下♀

乳 司

(＼ .|

-157-



遺 構 と 遺 物
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第153図  SK14出土遺物実測図 (3)
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S K22(第 lM図 )

調査区北部のG6区に位置する。SRl②下層と③層を切る。平面形態は楕円形である。規模は長

径0.47m、 短径0.38m、 深さ65cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は2層 に分かれ、 1層

暗褐色粘質土、 2層黒色粘質土 (粘質強)である。出土遺物は土師器と木柱がある。出土状況はSK
14と 同様に、土坑のほぼ中央に角材が立てられていた。しかしS K14と は異なり、木柱の周囲から

の出土遺物は土師器小片のみである。

出土遺物 (第 154図 )

壺形土器 (1421)短 く直立する口縁部。甕形土器 (1422)外傾する口縁部。
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古墳時代前期

木製品 (1423)角材の表面に手斧と思われる加工痕が顕著にあり、小日は水平に削っているが腐食

している。

時期 :出土した土師器の年代と、木柱の出土状況が S K14と 似ているため古墳時代前期と考えられ

る。

即
L〓=8.40 rn

暗褐色粘質土 (ややポサポサ、土器混)

黒色粘質土 (粘質強・本がやせた部分)

0                     1m

(S=1120)

/  t為  ~▼ 1穆

0             5             10Cm

(S=1:3)

第154図  SK 22測量図・出土遺物実測図

Cm

(S章 116)
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遺 構 と 遺 物

S K16(第 155図 )

調査区中央部のG7・ 8区 に位置する。SRl③層を切る。平面形態は円形である。規模は長径

1.30m、 短径 1,15m、 深さ42 cmを測る。断面形態は悟鉢状を呈する。埋土は黒色粘質土である。出土

遺物は土師器の高邦形土器がある。

出土遺物 (第 155図 )

高杯形土器 (1424)段をもちわずかに外反気味に伸びる郭口縁部。

時期 :出土した土師器の高郭形土器の形態から古墳時代前期と考えられる。

L=8,30m

黒色粘質土
0          5          10Cm

(S=1:3)

(S==1:40)

第155図  SK16測量図 。出土遺物実測図

S K23(第 156図 )

調査区北西部のC5区 に位置する。 SRl③ 層を切る。平面形態は楕円形である。規模は長径 1.07

m、 短径 0.90m、 深さ31cmを 測る。断面形態は指鉢状を呈する。埋土は黒色粘質上である。出土遺物

は土師器がある。

出土遺物 (第 156図 )

高杯形土器 (1425)脚 裾部。坑形土器 (1426)内湾する口縁部端部は尖 り気味に丸い。

時期 :出土 した土師器の塊形土器の形態から古墳時代前期 と考えられる。

SK3(第 157図 )

調査区南部のE16～ F17区に位置する。 SD2と トレンチに切られる。平面形態は不整形である。

規模は長径 2.56m、 残存短径 1.25m、 深さ45 cmを 測る。断面形態は2段堀 りを呈する。埋土は 3層に

分かれ、 1層黒色土 (ポサポサ)、 2層褐色土 (黄灰色混 じり地山ポサポサ)、 3層黄褐色土 (ポサポ
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古墳 時代前期

サ)である。出土遺物は弥生土器と上師器がある。埋上の状況から倒木痕と考えられる。

時期 :土師器が出上 していることと、 SD2に 切られていることから古墳時代前期の倒木痕と考え

られる。

L=7,90m

黒色粘質土

(粘い、下層はやや砂)

拘
〓
」
〇
〇
，卜
＝
＝
コゴ仁

J

0            1            ?四

(S=1140)

第156図  SK 23測量図

0           5           10Cm

(S=113)

。出土遺物実測図

Ⅷ

鮒

Ｅ
黒
．∞
＝

コ

¬

南璧 トレンチ

L=8.70m

垂垂≦≦≡蓬≡}塾
―
総鴨)1絲 ?

(S=1:40)

第 157図  SK3測量図
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遺 構 と 遺 物

6.古墳時代中期

検出遺構は、掘立柱建物 2棟、土坑 2基、溝 3条、柵列 l基、杭列 2基である。

(1)掘立柱 建 物 (掘立)

掘立 3(第 159図 )

調査区北東部の 15～ 」6区に位置し、SRl②下層を切 り、掘立 2に切られる。南北棟で4聞 ×

2間であるが北西部の柱穴が 1基なく西側は3間である。規模は桁行長6.50m、 梁行長3.40mを 測る。

主軸は桁行方向でN_5° ぃWである。柱穴の平面形態は円形または楕円形である。規模は直径30～ 80cm、

深さ15～ 40cmを測る。埋土は2層 に分かれ、 1層黒色粘質土、 2層責色混じりの暗褐色粘質上であ

る。柱穴 3基から柱痕を検出した。柱穴内部からの出土遺物は土師器と須恵器がある。

出土遺物 (第 158図 )

土師器 (1427～ 1429)1427は甕形土器。口縁部手前で段をもつ。1428は高郭形土器。郭部の小片。

1429は 婉、内湾する口縁部。

須恵器 (1430～ 1436)1430。 1431は郭蓋。口縁端部は内径する面をもつ。1432～ 1435は邦身。

1432～ 1434は水平に伸びる受部、立ち上がりは内傾する。1435は外上方に伸びる受部。1436は 高杯

形土器。短い脚部の裾部は段をもち内傾する。

時期 :出土した須恵器の杯身、邦蓋の形態から、 5世紀後半とする。

¥ 房 呪8「甲Pl梱

35

0       5       1 0Cm

(S=1:3)

第158図 掘立 3出土遺物実測図

当
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第159図 掘立 3測量図
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遺 構 と遺 物

掘立 5(第 160図 )

調査区北部のG4～ H4区に位置し、 SRl② 下層を切る。南北棟で 1間 × 1間である。規模は桁

行長2.26m、 梁行長 1.84mを測る。主軸は桁行方向でN-2° ―Eである。柱穴の平面形態は精円形であ

る。規模は直径30～ 48 cm、 深さ 7～ 30cmを測る。埋土は 2層 に分かれ、 1層黒色粘質上、 2層黄色

混 じりの暗褐色粘質土である。柱穴内部からの出土遺物は土師器がある。

出土遺物 (第 160図 )

高杯形土器 (1437)柱部。鉢形土器 (1438)口縁部の小片。

時期 :出上 した土師器の高杯形土器の形態から、 5世紀中半以降とする。

tu O,8==¬

a8

か
＝
＝

＝
＝
＝

脂
Ⅳ

舒3⑮   O計 2旱

I              I    」

ド

＝

館

ヽ
ｏ

ヨ

舒4⑬ ◎ 調

L==340m

2.暗褐色粘質土 (黄色土含)

m       m

(S=1:60)                (S=1:3)

第160図 掘立 5測量図・出土遺物実測図

(2)土坑

S K24と S K2イま調査行程を記述する。

(S K24調査行程 )

S K24の検出はSX2調 査中に検出した。 S K24の上部にはSX2が あ り、 SX2の 堀方を確認

するため東西方向に トレンチ掘削時に地山が大きく掘 り込まれた遺構を確認 した。初めは、SX2の
堀方と考えたが土層確認の結果、別の遺構であることを確認 したため、遺構名をS K24と した。

S K24は トレンチの断面上層ではSRl②下層を切る遺構である。しかし、SRl②下層では平面

形態が確認できなかったため、平面形態は地山での検出となった。

遺構の掘り下げは、SX2確認時のトレンチに直行するベル トを設定し北束、北西に分けて掘り下

げを行った。ベル ト北東側からは土師器の高郭や須恵器の郭が出土し、北西側からは木製品の一部が
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古墳時代 中期

出上 した。遺構は深 く遺物とベル トを撤去 しないと掘 り下げが出来ないため、測量と取 り上げを行い

ベル トの土層を測量 し撤去を行う。床面までの掘 り下げを開始 したが、北西側の木製品の続きが北東

側から出上した。木製品は、厚みのある板状のものと板を支える杭であった。板状木製品と杭の出土

により遺構の性格を明確にするため遺構の検討と調査指導を請いた。検討結果は、木製品は井戸枠の

可能性が考えられ井戸枠は構築方法の解明が必要であると指導をいただいた。構築方法解明のため土

坑の東側を大きく重機により掘削を行い、側面からの写真撮影と展開図の測量を行い慎重に取 り上げ

を行った。

〓
３
Φ
∞
＝

コ

L=850m

1-①層.暗褐色シルト (焼土、炭含)

1-②層 暗褐色シルト (焼上、炭なし)

2.黒色土 (や やポサポサ)

3.黒色土 (粘 質土)

4.灰色粗砂質土

A.炭 十焼土

(黒 い)

B.炭 +焼土 (ポ サポサ)

(白 い)

C.暗灰色粘土

D.灰色シルト

0              1m

(S=1:30)

第161図  SK 24測量図 (1)
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遺 構 と 遺 物

S K24(第 161・ 162図 )

調査区中央部のG8～ H8区 に位置する。SRl②下層を切り、掘立 1と SX2に切られる。平面

形態は円形で北西側が突出する形態である。規模は長径2.41m、 短径2.14m、 深さ1.05mを 測る。断

面形態は播鉢状で南側に段をもつ。埋土は4層に分かれ、最上層暗褐色上、 1層暗掲色土 (焼土含)、

2層黒色土 (ややポサポサ)、 3層黒色粘質土、 4層灰色粗砂質土である。出土遺物は土師器、須恵

器、ミニチュア土製品、土製勾玉、軟質土器、石庖丁、臼玉、木製品 (井戸枠・杭)がある。出土状

況は、最上層の北東側に遺物が集中する土器溜まりがあり、規模は長径0.85m、 短径0.60mの楕円形

状に土師器の高杯形土器や甕形土器などがまとまって出土した。周辺には焼土を検出した。当初は、

Ⅷ―①責灰色租砂 (5∞大の礫石含)ざらざら

Ⅷ―②黄色粗砂 (風化砂岩礫含)少 し粘土っはい

Ⅷ―③橙色シルト (微砂混)粘土っぼい

織E雛錐籐温試羅騨
°

1解穂侯
L=850m

Ｅ
８

∞
＝

コ

(S=1:30)

第162図  SK 24測量図 (2)・

Cm

(S=1:6)

幹辞'
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古墳 時代 中期

SXlと して取 り上げを行ったが土層確認の結果、土器溜まり (SXl)は S K24の遺物であること

が判明したため土器溜まり (SXl)は 、 S K24の最上層出土遺物として取 り扱った。 1層から2層

中では、完形品に近い土師器や須恵器、ミニチュア土製品、石庖丁、臼玉が土坑の北東部掘 り方から

土坑中央へ向けて斜倒状に折 り重なるように出土 した。また、須恵器の甕形土器が SRl②層E9区
出土 (606)の 口縁部と復元できた。 3層では、土師器の坑形土器が 1点出上 した。木製品は四方に

木杭を打ち込み、その外側に立て掛けるように長方形の板材 (井戸枠)1枚 と薄い板材が残っていた。

出土遺物 (第 163～ 172図 )

最上層出土遺物 (1439～ 1458)(第 163・ 164図 )

土師器 (1439～ 1455)1439～ 1442は奏形土器。外傾する口縁部。1439,1441の 口端面は内傾 し、

1442は水平である。高杯形土器 (1443～ 1455)1445は 脚部から杯部。杯部は段 をもち、脚部は「ハ」

の字状に開き内面にシャープな稜をもち屈曲する。1447～ 1450は 杯部。1451は段をもつ郭部の大型

品。弥生土器 (1456～ 1458)1456は甕形土器。胴部にヘラによる沈線文 と2列の刺突文を施す。

1457。 1458は 壼形土器。1457は 下垂口縁の小片。外面にヘラと櫛による波状文 6条 を施す。1458は

平底の底部。

0             5             1 0Cm

(S=1:3)

第163図  SK 24最上層出土遺物実測図 (1)

4τ
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遺 構 と 遺 物

1“3
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(S写 1:4)

第164図  SK 24最上層出土遺物実測図 (2)

1層出土遺物 (1459～ 1461)(第 165図 )

高杯形土器 .(1459～ 1461‐)1459は 完形品。段をもつ郭部、脚部は「ハ」の字状に開き裾部手前で

屈曲する。1460は脚裾部が水平に伸び、柱部に2方向の円孝Lを施す。■461は脚裾部は水平に伸びる。

2層出土遺物 (1462～ 1474)(第 165。 166図 )

奏形土器 (1462)わ ずかに外反する口縁部。高郭形土器 l1463～ 1467)1463は完形品。不部は段

をもち外反する口縁部、脚部は「ハ」の字状に開き裾部で屈曲|す る。婉形土器 (1468～ 1470)1471

は冑。手捏による成形、裾部に凸帯を貼付、庇部を作る.。 1472・ 1473は須恵器の杯身。1474は小玉と

3層出土遺物 (1475)(第 166図)塊形土器。内湾する口器 、タト面に2次焼成の痕跡か。
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古墳時代 中期
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遺 構 と 遺 物

①

|

呵 1474

2層 :1472～ 1474

3)詈 :1475

5

第166図  SK 24出土遺物実測図 (2)

層位不明遺物 (1476～ 1550)(第 167～ 170図 )

土師器 (1476～ 1496)甕 形土器 (1476～ 1482)。 壼形土器 (1483)。 高杯形土器 (1484～

1490)。 坑形土器 (1491～ 1493)。 甑形土器 (1494)。 ミニチュア土器 (1495・ 1496)。 1496は 冑。手

捏による成形、裾部に凸帯を貼付、庇部を作る。1497は 軟質土器。斜格子タタキ。

須恵器 (1498～ 1503)1498は郭蓋。1499は杯身。1500～ 1503は 高杯形土器。

弥生土器 (1504～ 1508)1504は 壷形土器の口縁部片。1505は支脚形土器。中空で受部は斜状であ

る。1506は把手。1507は高杯形土器の裾部に線刻。1508は不明土器。外面に線刻。

装身具 (1509～ 1538)1509は土製の勾玉。1510～ 1538は 臼玉。

石製品 (1539～ 1544)1539。 1540は敲石。1541～ 1543は台石。lM4は石庖丁。

木製品 (1545～ 1552)1545は井戸枠。1546～ 1548は 板材。15491ま 不明木製品。1550。 1551は杭材。

15521まんt。

時期 :出土 した土師器と須恵器の形態から古墳時代中期 とする。これらの出土状況から、井戸が廃

棄 した際に丼戸枠を抜 き取 り、その上層で何 らかの祭祀を行い土器などを廃棄 したものと推定される。

1第

1481

0             5             1 0Cm

(S=113)
第 167図  SK 24出土遺物実測図 (3)
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古墳 時代 中期
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第168図  SK24出土遺物実測図 (4)
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遺 構 と 遺 物
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第169図  SK 24出土遺物実測図 (5)
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古墳 時代 中期

0             5             1 0Cm

(S=1:3)

第 170図
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SK 24出 土遺物実測図 (6)
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遺 縛 と 遺 物
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第171図 SK24出土遺物実測図 (7)
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古墳 時代中期
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第172図  SK 24出土遺物実測図 (8)
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遺 構 と 遺 物

(SK2調 査行程 )

S K2の検出は、SRl②層H14区の掘り下げ中に焼上の広がりを検出したため、焼土を残しSR
l②層の掘 り下げを行った。焼上の範囲を測量し特に焼土が集中する箇所には、長軸 (南北)方向で

トレンチを入れ堆積状況 (厚 さ)の確認を行った。土層結果からは、焼土の下にはSRlの床面が検

出されず深い遺構があることが分かつた。焼土は流路中の堆積物ではなくSRl②層より掘り込まれ

た遺構埋土の上層部分であることを確認しSK2と した。しかし、平面形態はSRl②層中からは確

認できず地山での確認となった。

SK2の掘 り下げはトレンチの西側を半裁し埋土の堆積状況の確認を行った。埋土は、3層に分層

でき1層 は焼上、 2層 は水分を含んだ灰のようであり、 3層 は暗灰色粗砂質土である。土層は記録保

存のため剥ぎ取 りを行った。

SK2(第 173図 )

調査区南東部のH14区に位置する。SRl② (下)層 を切る。平面形態は楕円形である。規模は長

径 1.30m、 短径 1.15m、 深さ62 cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は3層 に分かれ、 1層

橙色土 (焼土)、 2層黒色シルト (ポサポサ)、 3層暗灰色粗砂質土 (2層 をブロックで含)である。

出土遺物は土師器、須恵器、製塩土器、石器がある。出土 した遺物 (土器・石器)は 2次的焼成を受

け赤 く焼けている (巻頭図版 7)。
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L=830m
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２

３

Ａ

橙色土(焼土) 写盤雹竺祭求を之色
黒色シル ト (ポ サポサ)炭 っぽい

暗灰色粗砂質土 (埋± 2ブロック含)

責土色粘質土 (黒 色ブロック含)

く住居の貼 り床に似る〉

(炭のよう)

0                     1m

(S=1:20)

第 173図  SK2測量図
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古墳 時代 中期

1層出土遺物

甕形土器 (1553～ 1559)1553～ 1555は 外傾する口縁部。1556は 球形の胴部に丸底の底部、口縁部

は直線的に立ち上がる。1557は肩の張る胴部、口縁部は内湾気味に立ち上がる。1558は 直線的に立ち

上がる口縁部。1559は 内湾する口縁部。壼形土器 (1560～ 1563)1560は 扁球形の胴部。1561は球形

な胴部、口縁部は直線的に立ち上がる。1562は 肩の張る胴部に直線的に立ち上がる口縁部。1563は肩

の張 らない胴部に直線的に立ち上がる口縁部。高杯形土器 (1564～ 1566)1564は 「ハ」の字状に開

く脚部は屈曲して水平に伸びる。1565は 「ハ」の字状に開く脚部は屈曲する裾部をもつ。1566は屈曲

する脚裾部。1567は製塩土器。わずかに内湾気味に直立する口縁部。1568は ミニチュア土器。尖 り気

味の底部、口縁部は指頭押圧により作 り出す。1569は 甑形土器。把手部、端部は平坦面をもつ。

2層出土遺物

1570は須恵器の杯蓋。水平気味の天丼部に刺突列点文を施す。1571は土師器の奏形土器の口縁部。

1572は 弥生土器の支脚形土器の角部。

石製品 15碍 は敲石。1574は残核。

時期 :出土 した土師器と須恵器の形態から古墳時代中期とする。

＼

氷

1層  1553～ 1557

′/   1557

1 0cm1556

第174図  SK2出土遺物実測図 (1)
(S=1:3)
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遺 構 と 遺 物

1 厄目  1558～ 1569

2層  1570～ 1574

第175図  SK2出土遺物実測図 (2)

―
○

暗 Oヵ

鑑
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古墳 時代 中期

(3)溝 (SD)
SDl(第 176図 )

調査区南西部のB16～ C17区 に位置し、SAlと トレンチに切られる。西側と南側は調査区外に

続く。規模は検出長5.60m、 上場幅0,70～ 0,90m、 深さ7 cmを測る。断面形態は皿状を呈する。坦土

はやや粘質の暗褐色シルトである。出土遺物は土師器がある。小片のため図化していない。

時期 :出上した上師器の形態から、 5世紀代とする。

A'

〉

A一 A′ L=9.000m

B― B' L=9.000m

L=9.000m

1.暗褐色シルト (やや粘)

トレンチ

0             1m

(S=1:30〉

ラC′ 監可下下与~~~ギ
(S=1:60)

第 176図  SDl測量図
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遺 構 と 遺 物

SD3(1第 177図 )

調査区東部の 110～ K10区に位置し、 SD4と トレンチに切られる。東側は調査区外に続 く。規

模は検出長5,00m、 上場幅025～ 0.35m、 深さ8 cnaを測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は黒

色粘質上である。出土遺物は土師器がある。小片のため図イとしていない。

時期 :出上した上師器の形態から、 5世紀以降とする。

A― A′    L=8,900m

B一 B′ L=8.900m

1.黒色粘質土

0                     1m

(S=I120)

第177図  SD3測量図
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古墳時代中期

SD4(第 178図 )

調査区東部の 19～ 」12区 に位置し、SD3を切り、SA2と SA3に切られる。南側は調査区外

に続 く。規模は検出長14.10m、 上場幅0,20～ 0,50m、 深さ 9 cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈す

る。埋土は暗褐色粘質上である。出土遺物は土師器がある。小片のため図化していない。

時期 :SD3を切っていることから、 5世紀以降とする。

A― A′ L=8.800m

B― B' L=3.800m

1.暗褐灰粘質土

O                    Im

(S=1:20)

第 178図  SD4測量図
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遺 構 と 遺 物

(4)柵列 (SA)
SA3(第 179図 )

調査区東部の I■ ～」11区 に位置し、 SD4を 切 り、 SA2に 切 られる。東側は調査区外に続 く

ものと思われる。規模は 3間分を検出し、検出長 5.40mを 測る。主軸は東西方向でW‐ 3° 中Sである。

柱穴の平面形態は楕円形または隅丸方形である。規模は直径25～ 55cm、 深さ13～ 20cmを 測る。埋土

は黒色粘質土である。柱穴内部からの出土遺物は土師器がある。小片のため図化していない。

時期 iSD4と の切 り合い関係と出上した土師器の形態から、 5世紀以降とする。

SP3

Lひ   ③
L=8800m

1.黒色粘質土 (ややポサポサ)   0            1m

(S=1:30)

第179図  SA3測量図

(5) 杭列

杭アJl(第 4図 )

調査区南部のSRl内 E～ G13区 に東西方向に位置する。杭は、 11本が出土しSRl②下層上面

より打ち込まれ地山まで到達している。杭は、上部が腐食し3層で検出した杭 3点 (分析番号 20・

9,6)と 、下部が腐食し上部だけが 1層から出土した杭が 1点 (分析呑号13)あ る。

出土遺物 (第 180図 )

杭 11本の内残 りが良い 8本 1575～ 1582(分析番号 13・ 20。 14・ 19・ 4・ 9・ 7・ 6)の樹種同定

結果からは 5本がヒノキ、 2本がコウヤマキ、 1本がマツ属である。

時期 iSRl②下層上面から打ち込まれているため古墳時代中期とする。

杭列 2(第 4図)            
揖位置する。杭は、 6本が出上しSRl②下層上面調査区北部のSRl内 C5～ F4区に東西方向帝

より打ち込まれ地山まで到達している。

出土遺物 (第 181図 )

杭 6本 1588～ 1588(分析番号28。 11・ 10。 16。 15・ 17)の樹種同定結果からは5本がヒノキ、

1本がカヤである。

時期 :SRl②下層上面から打ち込まれているため古墳時代中期とする。

ё>iq會
」

拡
張
区
東
壁
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第 180図 杭列 1出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

第131図 航列2出1土遺物実測図
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古 墳 時 代 後 期

7.古墳時代後期

当該期の遣構は、掘立柱建物 4棟、竪穴式住居址 1棟、土坑 2基、溝 1条 、柵列 2条、性格不明遺

構 1基がある。

(1)掘立柱 建 物 鯛 立)

掘立 1(第 182図 )

調査区東部のG7～ 111区 に位置し、 S K24と SRl②層を切 り、掘立 4に切られる。規模は 8

間×3間で桁行長 14.70m、 梁行長4.40mを 測る南北棟である。西側が東側より狭く柱穴の配列にも

違いがある。主軸は桁行方向でN-6° 一Wである。柱穴の平面形態は円形、楕円形、隅丸方形である。

規模は直径22～ 52 cm、 深さ26～ 60硼 を波1る 。埋土は3層 に分かれ、 1層 やや砂混じりの暗灰色粘質

土、 2層暗灰橙色粘質土、 3層黄褐色粗砂質土である。柱穴内部からの出土遺物は土師器・須恵器・

朝鮮系軟質土器・製塩土器、SPl・ 2・ 4・ 5'6か ら柱材がある。

出土遺物 (第 183図 )

土師器 (1589～ 1600)甕 形土器 1589～ 1591は外傾する口縁部、端部は凹む。高郭形土器1592～

1596。 1592～ 1594は 杯部。1595・ 1596は柱部。鉢形土器 15971ま 平底。坑形土器1598は 口縁端部は内

湾する。製塩土器 1599。 1600。 1599は平底。1600は 直線的に立ち上がる口縁部。

弥生土器 1601は 三形土器、外面に沈線と竹管文を施す。

須恵器 1602～ 1604。 1602は高杯 (市場系)。 口縁部と体部を断面三角形状の凸帯で分ける。1603は

杯身 (陶質土器か)。 1604は蓋。外面に波状文。

木製品1605～ 1608。 1605(分析番号30)SPlは カヤ、1606(分析呑号31)SP2は カヤ、1607

(分析番号32)SP4は カヤ、1608(分析番号33)SP6は コナラ属コナラ節。

時期 :出土した土師器の形態から、 6世紀前半以降とする。

掘立 2(第 184図 )

調査区東部のH4～ 」8区 に位置し、掘立3と SRl②層を切り、掘立 4に切られている。規模は

8間 ×2間で桁行長 16.40m、 梁行長4.30mを測る南北棟である。主軸は桁行方向でN-8° ―Wである。

柱穴の平面形態は隅九方形または楕円形である。規模は直径86～ 80 cm、 深さ5～ 32c14を測る。埋土

は2層 に分かれ、 1層暗褐色粘質上、 2層黄褐色粗砂質土である。柱穴内部からの出土遺物は土師器

と須恵器がある。

出土遺物 (第 185図 )

甕形土器1609～ 1611。 口縁部片。1612は 製塩土器の小片。1613,1614は 弥生土器の甕形土器。

1615～ 1618は 杯蓋。1619～ 1621は不身。1622は高杯形土器。1623は 坑形土器。

時期 :出土した土師器の形態から、 5世紀末～6世紀中葉とする。

掘立 4(第 186図 )

調査区東部のH8～ 」9区 に位置し、掘立 1,2と SRl②層を切る。建物は東西棟で2間 ×2間

である。北側は柱穴がなく1間 である。規模は桁行長4.30m、 梁行長3.30mを 測る。主軸は梁行方向

でN-11° ―Wである。柱穴の平面形態は方形または楕円形である。規模は直径55～ 65 cn4、 深さ10～ 20
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遺 構 と 遺 物
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古墳 時代 後 期
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古 墳 時代 後期

フ
~▽

Vヴ
1611

1617

1畏

ム 晉 日

伽
鞘

／
幼
叫

〉
1620

1623

0          5          10Cm

(S=1:3)

第185図 掘立 2出土遺物実測図

cmを 測る。埋土は 2層 に分かれ、 1層暗褐色粘質土、 2層灰色粗砂質上である。柱穴内部からの出土

遺物は土師器と須恵器がある。

出土遺物 (第 186図 )

1624は土師器の高杯形土器。1625は須恵器の壼形土器。

時期 :出土 した土師器の形態から、 7世紀初頭 とする。

掘 立 6(第 187図 )

調査区東部のK6～ L7区に位置し、SBlを 切る。建物は南北棟で 3間 ×2間の総柱建物である。

規模は桁行長6.00m、 梁行長 5。30mを測る。主軸は桁行方向でN-2° ―Wである。柱穴の平面形態は円

形 または楕円形である。規模は直径 30～ 50 cm、 深さ35～ 50cmを 測る。埋土は 2層 に分かれ、 1層暗

褐色粘質土、 2層黄褐色粗砂質上である。柱穴内部からの出土遺物は土師器と須恵器がある。

時期 :出土 した土師器の形態と6世紀中葉の SBlを 切ることから、 6世紀中葉以降とする。
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遺 構 と 遺 物
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第 186図 掘立 4測量図・出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

(2)竪穴式住居址 (sB)

SBl(第 188図 )

調査区東部のL6～ 8区に位置 しS K25を切 り、掘立 6、 S K26、 S P84に切 られ、東側は調査

区外に続 く。平面形態は 2カ 所のコーナー部を検出したため方形 と考えられる。規模は長軸5.76m、

残存短軸3.30m、 深さ 5 cmを 測る。埋土は暗褐色粘質土 (パサパサ)である。内部施設には主柱穴と

周壁溝がある。主柱穴は 2本を検出し、SP2か らは柱痕を検出した。柱穴の平面形態は楕円形であ

る。規模は径40～ 55 cm、 深 さ20～ 25 cmを測る。柱穴埋土は暗褐色粘土 (責色土を含む)、 柱痕は黒

色粘上である。周壁溝は壁体に沿って巡 り、部分的に小 ピットを検出した。規模は残存良好な部分で

幅10～ 30 cm、 深さ2～ 8 cmを 測る。断面形態は「 U」 字状である。周壁埋土は暗褐色粘土 (黄色を

含む)である。出土遺物は周壁溝 と埋土中から土師器と須恵器が出土 した。

出土遺物 (第 188図 )

1626。 1627は郭蓋。

時期 :出土した土師器 と須恵器の形態から6世紀中葉 とする。

く
｀の

1627

L=9300m

1.暗掲色粘質土 (パサパサ)

2.暗褐色粘土 (黄色上を含む)

柱痕 (黒色粘土)

第188図  SBl測量図・ 出土遺物実測図
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古墳 時代 後期

(3)土坑 (sK)

S K25(第 189図 )

調査区東部のL6区に位置 し、 SBlと 掘立 6に切られる。平面形態は長方形である。規模は長径

0.86m、 短径 0.57m、 深さ■cmを 測る。断面形態は皿状を呈する。埋土は黒色粘質上である。出土遺

物は土師器と須恵器がある。

出土遺物 (第 189図 )

1628は須恵器の高杯形土器。

時期 :出土 した土師器 と須恵器の形態から6世紀前半とする。

SBlの
周霊溝

L==900m

Ｅ
３

ｓ
＝

コゴ

黒色粘質土

(や やポサポサ) 1628

m       師

(S=1:40)                   (s=1:3)

第189図  SK 25測量図・出土遺物実測図

S K26(第 190図 )

調査区東部のL6区に位置 し、 SBlを 切る。平面形態は楕円形である。規模は長径0.88m、 短径

0.59m、 深さ24 cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は 2層 に分かれ、 1層黒色粘質土、 2

層黄色ブロック混 じりの暗褐色粘質上である。出土遺物は土師器と須恵器がある。

出土遺物 (第 190図 )

1629は須恵器の杯身。

時期 :出土 した須恵器の年代から6世紀後半とする。

①  ¬

1.黒色粘質土

(や やポサポサ)

2.暗褐色粘質土

(讐と写舌リク混)

υ           1           2

(S=1:40)

第 190図

0              5              10Cm

(S=1:3)

SK 26測量図・ 出土遺物実測図
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(4)溝 (SD)

遺 構 と 遺 物

SD2(第 191図 )

調査区南西部のC16～ E17区に位置 し、SK3を 切 り、第Ⅶ層に切 ら

れる。西側と南側は調査区外に続 く。規模は検出長8.30m、 上場幅 1.00

～1.40m、 深さ10 cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土はや

や粘質の暗褐色シル トである。出土遺物は土師器と須恵器がある。

出土遺物 (第 191図 )

杯蓋1630は 回縁部の小片。杯身1631は 受部の小片。高ネ形土器1632

は杯部、外面に波状文を施す。器台形土器 1633は外面に

波状文。鉄製品1634は基状鉄製品。

時期 :出上 した土師器 と須恵器の年代から、 5世紀～

6世紀後半とする。

L=8800m

1633

0       5       1 0Cm

(S=1:3)

L=8800m     (S=1:2)

0              1m

(S=1130)
1 暗褐灰シルト (や や粘)

第191図  SD2測量図・出土遺物実測図

Ⅶ層のくばみ

豊

ｒ
ヽ

夕

‐６３‐

＼Й B

m

(S=1:60)
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古墳 時代後期

(5)柵列 (SA)
SAl(第 192図 )

調査区南西部のB15～ C16区 に位置 し、 SDlを 切 り南東方向は調査区外に続 くと思われる。規

模は 8間分を検出し、検出長 5.40mを 測る。柱穴の平面形態は長楕円形である。規模は長径80～ 210

cm、 短径20～ 63 cm、 深 さ4～ 10cmを 測る。埋土は礫を含む灰褐色微砂質土である。柱穴内部からの

出土遺物は土師器と須恵器がある。

出土遺物 (第 198図 )

杯蓋 1635。 1636は 口縁部の小片。1637は 高杯形土器の蓋。中央部が凹む摘み部。1638は杯身。短

く水平に伸びる受部。高郭形土器 1639～ 1642は 脚部の小片。1639・ 1641・ 1642は 透かしをもつ。

1643は 盛形土器。頸部に波状文を施す。1644は 壷形土器。口縁部の小片。

時期 :出上 した須恵器の年代から、 6世紀末～ 7世紀初頭 とする。

L==8,900m

L=8900m

SP2     
｀          イ

L=8.900m

SP3 ~

L=8900m

L=8900m

ベ

L=8.900m

SP7

L=8,900m

SP8

L==8900m

sP9   =三二
=≦

Ξ三
=く

ここ
==,電

===ロミt=ミ
==フ

"―――

0            1            2m

(S=1:40)

l.灰褐色微砂質土 (礫含む)

第 192図  SAl測量図
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遺 構 と 遺 物

、「】『ぃ】ぃＨＨぃＨＨぃぃぃぃ【ぃぃ

舌
薬

粁 弓 >

｀
印

「 1643

1642

5

1644

第193図  SAl出土遺物実測図

(S=1:3)

SA2(第 194図 )

調査区東部の I■ ～」11区 に位置し、 SD4、 SA3を 切る。東側は調査区外に続 くと思われる。

規模は 3間分を検出し、検出長は4.80mを 測る。主軸は東西方向でW-1° 一Nである。柱穴の平面形態

は楕円形である。規模は直径20～ 30cm、 深さ20～ 30cmを波1る 。埋土は 2層 に分かれ、第 1層暗灰色

粘質土 (や や砂混 じり)、 第 2層暗灰橙色粘質上である。柱穴内部からの出土遺物は土師器がある。

小片のため図化 していない。

時期 :出土 した土師器の年代から、 6世紀前半とする。

仁

o一 o ○― ◎ 」
L=8800m

1.暗灰色粘質土 (や やポサポサ)

2.暗灰橙色粘質土 (地 山に近い責色ブロック含む)

3.黒色粘土 (1層 に似る)

第194図  SA2測量図

0              1m

(S=1130)
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古墳 時代 後 期

(6)性格不明遺構 (SX)
SX2
調査行程 iSX2の検出は、重機により第Ⅶ層を掘削中に須恵器の底部と土師器の把手付鍋が重な

り合って正位置の状態で出上した。調査は、SRl①層上面で遺物周辺の精査を行い堀方の検出を行

つたが、明瞭な堀方が検出できなかったため、土器を中心として 2m四角でSRl①層の埋土を残し

た。鋼の把手を結ぶ方向に半裁を行い堀方の確認を土層断面で行った。半載の結果土層断面にて土器

に沿って堀方を確認した。遺物の測量と写真撮影を行い、取 り上げは遺物内の土壌も同時に取り上げ

洗浄を行うこととした。

SX2(第 195図 )

調査区中央部のG8区に位置し、 S K24の上層に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径

45cm、 短径35cm、 深さ15 cmを 測る。埋土はやや粘質の褐色土である。出土遺物は土師器の把手付鍋

と口縁部が打ち欠かれた須恵器の壺形土器である。遺物の出土状況は把手付鍋を土坑の掘り方一杯に

正位置で据え置き、壼形土器の底部を上にして把手付鍋に覆い被せていた。土器内部の上壌洗浄から

歯牙が 1点出土した。

出土遺物 (第 196図 )

1645は須恵器の壺形土器、球形の胴部。1646イま把手付鍋の完形品。丸味をもつ底部から胴部、口縁

部は短く外反する。胴上部に沈線が半周し沈線下部に舌状の把手がつく。

時期 :出土した土師器の年代より、 6世紀前半とする。

仁

L=8.700m

」

1.褐色土

(毎導辱査
りやや暗で

)

第195図

0                     1m

(S=1:20)

SX2測量図
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遺 構 と 遺 物

第196図  SX2出土遺物実測図
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第Ⅶ層出土遺物

8.第Ⅶ層出土遺物 (第 197～ 206図 )

須恵器 (1647～ 1672)1647は 杯身。底部にヘラ記号あ り。1648～ 1652は高杯。1648～ 1650は杯部、

外面に波状文 と段 を持つ。1651・ 1652は 脚部。1653・ 1654は甕形土器。1653は 復元完形品である。

1654は口縁部。1655～ 1659は 壺形土器。1655は口縁部外面にヘラ記号あ り。1656は 口縁部外面に段

を持つ (出作系 )。 1657は 口縁部外面に段を持つ。1658・ 1659は短顎壼である。1660。 1661は把手

付婉 。16601ま 外面に凸帯 と波状文を持つ。1661は 小 さな把手を持つ。1662～ 1666は器台形土器。

1662は外面に沈線 とタタキを施す。1663は 口縁部。1664は脚部。1665,1666は 杯部外面に斜格子文

と竹管文を施す。1667～ 1670は 磁形土器。1667は底部にヘラ記号あり。1671・ 1672は杯。

澤 一イ

(S=1:3)

第197図 第Ⅶ層出土遺物実測図 (1)
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遺 構 と 遺 物

く澤垂萎垂襄    ▼
1

い、
1654

1656

1ゝ658

▼

第198図 第Ⅶ層出土遺物実測図 (2)
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1662

0          5          10Cm

(S=1:3)
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第Ⅶ層出土遺物

(S=1:3)

第199図 第Ⅶ層出土遺物実測図 (3)

軟質土器 (1673～ 1678)1673は縄席文。1677,1678は 陶質土器か。

土師器 (1679～ 1706)1679は 重形土器。16801よ台付坑。1681・ 1682は高杯形土器。1683・ 1684は

不。1685。 1686は 甑形土器。1687・ 1688は カマ ド。1689～ 1694は ミニチュア土器。1695～ 1699は 製

塩土器。1700～ 1702は 土製の模造品。1700は 冑。1701は 盾。1702は 鏡。1703・ 1704は紡錘車。

1705 ' 1706イよ三L金≧。

弥生土器 (1707～ 1717)1707は 奏形土器。1708～ 1710は壷形土器 (前期末)。 1711は甕形土器。

1712は 壼形土器。1713は 分銅形土製品 (中期 )。 1714は複合口縁壺。1715は鉢形土器。1716は器台形

土器。1717は 甑形土器 (後期 )。

鉄製品 1718は小型の鉄鏃。

石製品 (1719～ 1744)1719・ 1720は石鏃。1721は粗製剥片刃器。1722～ 1725は石錘。1726。 1727

は敲石。1728は敲・磨石。1729は砥石。1730～ 1732は石庖丁。1733は柱状片刃石斧。1734は両刃石

斧。1735～ 1738は 扁平片刃石斧。1739。 1聖0は管玉。1741は勾玉。1742は石核。lR3は原石。1盈4

は鋳型か。

」
的
日

＝

口

ｉ ｆ

‐‐‐‐〕日
Ｈ
爛
町‐‐

Ｈ

Ｉ

，′‐・

Ｈ
＝

ｔｉ山

紗
1673

智

４

‐Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｉｔ
Ｈ
日
日
旧
淵

攀
1675

鯵

８0          5          1 0Cm

(S=1:3)

第200図 第Ⅶ層出土遺物実測図 (4)
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第201図 第Ⅶ層出土遺物実測図 (5)
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第Ⅶ層出土遺物
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(注)1702鏡は 森下大韓 1998F祭祀考古第10号』「1可高・上ノ池遺跡」祭祀考古学会
を参考にした.。

第202図 第Ⅶ層出土遺物実測図 (6)
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遺1構 と選 物
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第203図 第VLE出1土逮物
―
案測図 (7)

‐ 204‐



1719

→

1722

田

日

日

り

1726

ｌ①

0          5          1 0Cm

(S=1:3)

第 204図 第Ⅶ層出土遺物実測図 (3)
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第206図 第Ⅶ層出土遺物実測図 (10)

9.出土地点不明遺物 (排土内採集遺物)彿 207～ 211図 )

弥生土器 (1745～ 1748)壷形土器。

土師器 (1留9～ 1758)1749～ 1752は壼形土器。17日 。1754は 甑形土器。1755は 製塩土器。1756は

勾玉。1757は土玉。1758は不明土製品。

須恵器 (1759～ 1763)1759・ 1760は杯蓋。1761は 蓋。1762は郭身。1763は 器台。

軟質土器 (1764～ 1767)胴部片。

石製品 (1768～ 1805)1768・ 1769は石鏃。1770・ 1772は スクレイパー。1773～ 1775は石錘。1776

～1778は 石棒。1779は男根状石製品。1780～ 1784は敲石。1785～ 1787は砥石。1788は鋳型か。1789

は石庖丁。1790は 石鎌。1791は 両刃石斧。1792・ 1793は柱状片刃石斧。1794は 聾状片刃石斧。

1795。 1796は紡錘車。1797～ 1805は 原石。

出土遺物の分類、編年では、弥生土器は梅木謙一、水口あをい、須恵器は宮内慎一、山之内志郎、

石器は加島次郎の各氏には多大な協力得た。記 して感謝いたします。

第Ⅶ層出土遺物

Π
ＩＩＩＩ

Ｈ

ｕ

ｌ

◎

ｍ

日

Ｕ

Ｉ

◎

‐
‐
‐嗣
日
日
日
日
川
日
日
―‐
彎
‐
‐
‐

一

1737
|

:二【三Ь 1738

-207-



第20,図 出土地点不明出土遺物実測1図 (1)
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第209図 出土地点不明出土遺物実測図 (3)
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路
け

流
岱

地  区 断 面 形
規 模 (m)

長さX幅×深さ
方  向 埋  土 出土追物 時   期 備 考

l B3～ H17 レンズ状 56× 28～ 30× 092 南 北

①暗灰色粗砂質土
②黒色粘質土
③黒色粗砂質土

弥生土器、土師器
須恵器、陶質土器
石器、骨、木器、鉄器

①古墳後期
②古墳中期
③弥生後～古墳初

調査区外に続 く

遺 構 一 覧

遺構一覧

以下の表は、本調査地検 出の遺構の計測値である。遺構一覧 は高尾が作成 した。

表 1 自然流路一覧

表 3 土坑一覧 (1)

表 2 自然流路内溝一覧

清
ＳＤ

地   区 断 面 形
規  模 (m)

長 さ × 幅 × 深 さ
方   向 埋  土 出土遺物 時  期 備 考

ＳＲ‐

ＳＤ
F15～ G16 U字状 951× 030～ 037× 015 北西～南東 黒色粗砂質土 弥生土器 弥生中期

ＳＲ・
“

ＳＤ２
F16・ 17 U宇状 416× 054× 013 北西～南東 黒色粘質土 弥生土器 弥生後期 調査区外に続 く

ＳＲ・
一

ＳＤ３
D14～ F15 U字状 1285× 030～ 102× 011 北西～南東 黒色粗砂質土 弥生土器 弥生中期

坑
Ю

±
６

地   区 平 面 形 断 面 形
規  模 (m)

長さ(長径)×幅(短径)X深さ
埋  土 出土遺物 時  期 備 考

l E14 円 形 逆台形状 074× 074× 025 暗灰色シル ト 弥生土器 期一日Ｕ生弥 土器を井戸囲に使用

H14 楕円形 レンズ状 130× 115× 062 橙色土
土 師器

須 恵器

製 塩 器 、石 器
古墳中期 2次焼成

E16～ F17 不整形 2段掘 り 256× (■25)× 045 黒色土 土師器 古墳前期
SD2に 切 られ る

倒木痕
調査 区外 に続 く

4 D12・ 13 楕円形 レンズ状 195× 100× 021 黒色粘質土
弥生土器
石器

弥生後期

D13～ E13 楕円形 逆台形状 130× 095× 042 黒色微砂質土 弥生土器 弥生後期

C12・ 13 円形 逆台形状 175× 140× 025 黒色粘質土
弥生土器
土 師器
箔 蕉 馨

古墳前期

7 F9 楕円形 悟鉢状 130× (123)× 042 黒色粘質土
弥 生 土 器

石 器

木 製 品
弥生後期

H ll 楕円形 U字状 071× 053× ■26 黒色粘質土
弥 生 土 器
土 師器
石 器

古墳前期 井戸

F10 楕円形 皿 状 111× 075× 0孵 黒色粘質土 弥生土器 弥生後期

H9 楕円形 レンズ状 075× (039)× 013 暗灰色粘質土 弥生土器 弥生前期
土器桔
トレンチに切られる

E14～ F15 不整形 悟鉢状 101× 085× 032 暗灰色
微砂質土

弥生土器 弥生中期

G13 14 楕円形 U字状 107× 084× 077 灰色粗砂質土 弥生土器 弥生中期

楕円形 逆台形状 290× 215× 063 黒色粘質土
弥 生 土器
土 師器
石 器 、木製 品

弥生後期

G5 円 形 逆台形状 107× ■00× 062 暗褐色粘質土
土師器
軟質土器

古墳前期
SRl②下層を切る
製塩土器、柱

G5～ H5 円 形 指鉢状 151× 155× 069 黒色粘質土 弥生土器 弥生後期 井戸

G7・ 8 円 形 福鉢状 130× 115× 042 黒色粘質土 土師器 古墳前期 SRl②下層を切る

F8 円 形 皿 状 110× 100× 012 黒色粘質土 弥生土器 弥生後期

F8 隅九方形 レンズ状 108× 074× 014 黒色粘質土 弥生土器 弥生後期

F6 円  形 括鉢状 090× 082× 016 黒色粘質土 弥生土器 弥生後期

F5 精円形 逆台形状 ■43× ■21× 036 黒色粘質土 弥生土器 弥生後期

-213-



土坑一覧

遺 構 と 遺 物

土坑

(SK)
地   区 平 面 形 断 面 形

規  模 (m)
長さ(長径)× 幅(短径)×深さ

埋   土 出土遣物 時  期 備 考

F7～ G7 円 形 逆台形状 117× 100× 024 黒色粘質土 弥生土器 弥生後期

G6 楕円形 逆台形状 047× 038× 065 暗掲色粘質土 土師器 古墳前期
SRl②下層を切る。
柱

C5 楕円形 指鉢状 107× 090× 031 黒色粘質土 土師器 古墳前期 SRl②下層を切る。

G8～ H8 円  形 悟鉢状 24土 ×214× 105 暗褐色土
休■土器、±1市 器、須

恵器、賦質上器、■梨

品、土製勾王、こ、石器
古墳中期

掘 立 1、 SX2に 切 られ る。
SRユ② 下層 を切 る。
焼 上 有 り、 井 戸

L6 長方形 皿  状 086× 057× 011 黒色粘質土
須恵器
土師器

6C前半 SBl、 掘立6に切 られる。

し 6 楕円形 逆台形状 088× 059× 024 黒色粘質土
須恵器
土師器

6C後半 SBlを 切る。

表 4 竪穴式住居 l■一覧

竪穴
(罰 )

時 期 平面形
規  模 (m)

長さ(長径)×幅 (短径)×深さ
埋   土

床面積
(ド )

主柱穴

(本 )

内 部 施 設
周壁溝 考偏

葛床 土坑 炉 カマド

よ 6C中 葉 方形 576×  (330)× 005 暗褐色粘質土 (1900) (2) ○
掘 立 6、 SK26、 SP 84
に切 られ る。 SK25を 切

る。調査 区外 に続 く

表 5 掘立柱建物 l■一覧

掘立
模
＞間

規
く

方  位
桁 行 梁 行

方 位
床面積
(∬ )

時  期 備 考

実長(m) 柱 間 寸 法 m) 実長(m) 柱間寸法 (m)

1 7～ 8× 3 南北棟 1470
t40 210 180 21Xl
」00190180210
196 080 090 230 230

150 ・ 160  130
140 ・ 160  130

N-6°一MI 6468
6c前半

以降 晦ＳＫ２４材

に切 られ る。
SRl ② を切 る。柱

2 7～ 8× 3 南北椋
2642562861%
150 158 264 264
280 240 162 168

430
200 ・ 230  206
204

N-8° 一ヽパI 6952
5c末 ～

6c中 葉
堀立 3、 SRl ② を切る。
堀立 4に切られる。

3 4× 2 南北椋 650
148 ・ 190

N-5°一W 2210 5c後半
堀立2に切られる。
SRl ②を切る。

4 2× 2 東西棟
176 ・ 164

N-70°一E 1419 7c初
堀立 1、 2、 SRl ②を
切る。

5 l× 1 南北椋 226 226 ・ 224 lM 184 N-2°一E 5c中以降 SRl ②を切る。

6 3× 2 南北棟
200 , 196  204
190  214  180

N-2° 一ヽ V 3180
6c中葉～

以降
SBlを 切る。

表 6 溝一覧

溝
(SD)

地   区 断 面 形
規  模 (m)

長 さ × 幅 × 深 さ
方   向 埋  土 出土遺物 時  期 備 考

1 B16～ C17 皿  】犬 560× 070～ 090× 007 北西～南東 暗褐色シルト 土師器 5c代 SAlに切られる。
調査区外に続 く。

C16～ E17 レンズ状 830× ■00～ ■40× 010 北西～南東 暗掲色シルト
須恵器
土師器

5c～
6c後半

第Ⅶ層に切 られる。
SK3を切る。

3 110～ K10 レンズ状 506× 025～ 035× 008 東  西 黒色粘質土 土 師器 5c以降
SD4に切られる。
調査区外に続 く。

4 19～ 」12 レンズ状 1410× 020～ 050× 009 南 北 暗褐色粘質土 土師器 5c以降
SD3を 切る。
SA2、 3に切 られる。

表 7 柵列一覧

柵列

(SA)
模
ナ間

規
く

方  向 実長 (m) 桂 間 寸 法 (m)
桂 穴 規 模

径 ×深さ (m)
時 期 備 考

1 8
北西～

南東

(Plヽ P2)OЮ (P2～ P3)075(P3ヽ P4)0偶 (P4～P5)080

(P5～ P6)068(P6～P7)0811(P7ヽ P8)066(P8ヽ P9)0弼
080～ 210× 004～ 010

6c末 ～

7c初
SDlを 切る。
調査区外に続 く①

3 東  西
(Pl～ P2)153(P2～ P3)190
(P3～ P4)122

020～ 030× 020～ 030 6c前半
SD4、 SA3を切る。
調査区外に続 く?

3 東 西
(Pl～ P2)181(P2～ P3)168
(P3～ P4)173

027～ 054× 012～ 023 5c以 降

るれ

ｏ
く

ら
る
続

切
切
に

に
を
外

２
４
区

Ａ
Ｄ
査

Ｓ
Ｓ
調

表 3 性格不明遺構一覧

性格不明遺構

(SX)
地   区 平 面 形 断 面 形

規  模 (m)
長さ(長径)×幅(短径)×深さ

埋  土 出土遺物 時   期 備 考

2 G8 楕円形 U字状 045× 035× 015 褐色土
土師器
須恵器

6c前半 SRlを 切っている。

SXlは 欠呑
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第V章 自然科学分析

株式会社 古環境研究所

土.船ヶ谷遺跡 4次調査 における樹種同定

〔1〕 はじめに

木材は、セルロースを骨格 とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から概ね属 レベル

の同定が可能である。木材は花粉などの微化石 と比較 して移動性が少ないことから、比較的近隣の森

林植生の推定が可能であり、遺跡から出土 したものについては木材の利用状況や流通を探る手がか り

となる。

〔2〕 試料

試料は、船ヶ谷遺跡 4次調査で出上 した木材 53`点 および炭化材 1点の計 54点である。試料の詳細

を表 9に示す。

〔3〕 方法

木材は、カミソリを用いて新鮮な基本的三断面 (木材の横断面、放射断面、接線断面)を作製 し、

生物顕微鏡によつて60～ 600倍で観察した。炭化材は、割折 して新鮮な基本的三断面 (木材の横断面、

放射断面、接線断面)を作製 し、落射顕微鏡によって75～ 750倍で観察 した。同定は解剖学的形質お

よび現生標本 との対比によって行った。

〔4〕 結果

結果を表 9に示 し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す (第 212～ 215図 )。 以下に同定根拠 となった

特徴 を記す。

カヤ Torre/a ЛvciFera罰的.er ZLrCC.イ テイ科 (第 212図 1)

仮道管 と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭 く年輪界は比較的不明瞭である。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で 1分野に 1～ 4個存在する。仮道管の内壁には、ら

せん肥厚が存在 し2本対になる傾向を示す。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、仮道管の内壁には2本対になる傾向を示すらせん

肥厚が存在する。

以上の形質より、カヤに同定される。カヤは宮城県以南の本州、四国、九州と韓国の済州島に分布

する。常緑の高木で通常高さ25m、 径90c mに 達する。材は均質緻密で堅硬、弾性強 く水湿にも耐え

保存性が高い。弓などに用いられる。

マツ属複維管東亜属 Pi19ys sybgen.Di19rox/rOn マツ科 (第 212図 2)

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取 り囲むエピセリウム細胞から構成され
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自然科学分析

る針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より、マツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属には、クロマツとアカマ

ツがあ り、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する常緑高木である。材は水湿によく耐え、

広 く用いられる。

スギ Cryprotteria Jiapο河んaD.DOn スギ科 (第 212図 3)

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成 される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はやや急である。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁子しは典型的なスギ型で、 1分野に2個存在するものがほとんどであ

る。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よリスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑

高木で、高さ40m、 径 2mに達する。材は軽軟であるが強靭で、広 く用いられる。

コウヤマキ Scri9Jop,P/s yettθ ,胸ra SIθbr er zLrCC.コ ウヤマキ科 (第 213図 4)

仮道管 と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は比較的ゆるやかで、晩材部の幅は狭い。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、 1～ 15細胞高であるが多 くは10細胞高以下であ

る。

以上の形質よリコウヤマキと同定される。コウヤマキは福島県以南の本州、四国、九州に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ30m、 径 80cmに 達する。材は木理通直、肌 目緻密で強靭、耐朽、

耐湿性 も高い。特に耐水湿材として用いられる。

ヒノキ θ物阿aec/paris obrLrSa fr9証  ヒノキ科 (第 213図 5・ 6)

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型で 1分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、 1～ 15細胞高である。

以上の形質よリヒノキに同定される。ヒノキは福島県以南の本州、四国、九州、屋久島に分布する。
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日本特産の常緑高木で、通常高さ40m、 径 1.5mに 達する。材は木理通直、肌 目緻密で強靭、耐朽、

耐湿性 も高い。良材であり、建築など広 く用いられる。

ヒノキ科  Cupressaceae

横断面、放射断面、接線断面共にヒノキ科の特徴を示 し、分野壁孔の型及び 1分野に存在する個数

が不明瞭なものはヒノキ科 とした。

£十夢煮布謝  conifer

横断面、放射断面、接線断面共に保存状態が悪いが、針葉樹の特徴を示す。樹脂細胞の存在が確認

できることから、スギまたはヒノキ科の可能性が高い。

シイ属 Casrattopsる ブナ科 (第 214図 7)

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道

管が火炎状に配列する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型のものが存在する。

以上の形質よリシイ属に同定される。シイ属は本州 (福 島県、新潟県佐渡以南 )、 四国、九州に分

布する。常緑高木で、高さ20m、 径 1.5mに達する。材は耐朽、保存性やや低 く、建築、器具などに

用いられる。シイ属にはスダジイとツブラジイがあ り、集合放射組織の有無などで同定できるが、本

試料は河ヽ片で広範囲の観察が困難であつたことから、シイ属の同定にとどめた。

コナラ属コナラ節 Qyθ ttus sec▲ Pri9ys ブナ科 (第 214図 8)

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、 1～数列配列する環子L材である。晩材部では薄壁で角張っ

た小道管が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よリコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属ヨナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシ

ワ、 ミズナラがあ り、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ15m、 径 60 cmぐ ら

いに達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

コナラ属クヌギ節 Qυ ercys secと ス電,切郎 ブナ科 (第 214図 9)

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、 1～数列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で九い小

道管が、単独でおよそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よリコナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなどがあ
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り、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ15m、 径 60 clnに達する。材は強靭で弾力に

富み、器具、農具などに用いられる。

コナラ属アカガシ亜属 Qttercys syb9en.C/crobaranOpsね  ブナ科 (第 215図 10)

横断面 :中型から大型の道管が、 1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材であ

る。道管は単独で複合 しない。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よリコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イテイ

ガシ、アラカシ、シラカシなどがあ り、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ30m、 径

1.5m以上に達する。材は堅硬で強靭、弾力性強 く耐湿性 も高い。特に農耕具に用いられる。

クスノキ Ci9何a阿釘酌阿 c釦甲んοra Pres′  クスノキ科 (第 215図 11)

横断面 :中型から大型の道管が、単独および 2～数個放射方向に複合 して、平等に分布する散孔材

である。道管の周囲を鞘状に柔細胞が取 り囲んでいる。これらの柔細胞の中には、油を含み大きく膨

れ上がったものも存在する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平

伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で 1～ 3細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかには、

油を含みしばしば大きく膨れ上がったものがみられる。

以上の形質よリクスノキに同定される。クスノキは、関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布す

る。常緑の高木で、通常高さ25m、 径 80cmぐ らいであるが、高さ50m、 径 5mに達するもの もある。

材は堅硬で耐朽性が強 く、保存性が高 く芳香がある。建築、器具、楽器、船、彫刻、ろくろ細工など

に用いられる。

クスノキ科 Lauraceae

横断面 :中型から小型の道管が、単独および 2～数個放射方向に複合 して、平等に分布する散孔材

である。道管の周囲を鞘状に柔細胞が取 り囲んでいる。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔のものが存在する。放射組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部

のみ直立細胞からなる。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で 1～ 2細胞幅である。上下の縁辺部のみ直立細胞である。

以上の形質よリクスノキ科に同定される。クスノキ科には、クスノキ、ヤブニッケイ、タブノキ、

カゴノキ、シログモ属などがあり、道管径の大きさ、多孔穿孔および道管内壁のらせん肥厚の有無な

どで細分できる。本試料は道管径以外の点が不明瞭なことからクスノキ科の同定にとどめたが、道管

径の大きさからクスノキ以外のクスノキ科の樹種のいずれかである。
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アワブキ属 M誠∝阿a アワブキ科 (第 215図 12)

横断面 :小型の道管が、単独ないしその複合部に 1～ 2個の柔細胞をはさんで、放射方向にむかっ

て 2～ 4個複合 して散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は少なく10本前後である。放射

組織は異性である。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で 1～ 4細胞幅である。

以上の形質よリアワブキ属に同定される。アワブキ属は本州、四国、九州に分布する。落葉または

常緑の月ヽ高木～高木である。

〔5〕 所見

樹種同定の結果、船ヶ谷遺跡 4次調査で出上 した木材は、ヒノキ 13、 ヒノキ科 9、 カヤ 7、 コナラ

属アカガシ亜属 6、 コウヤマキ 4、 マツ属複維管束亜属 3、 針葉樹、コナラ属コナラ節、クスノキ各

2、 スギ、シイ属、コナラ属クヌギ節、クスノキ科、アワブキ属各 1であった。また、炭化材 (試料

2)はコナラ属クヌギ節 と同定された。

ヒノキやカヤは、温帯中部から下部に分布する常緑針葉樹である。コナラ属アカガシ亜属、クスノ

キ、シイ属、コナラ属クヌギ節、アワブキ属などは、温帯下部の温暖な暖温帯に分布 し、照葉樹林の

構成要素である。また、マツ属複維管束亜属、ヨナラ属コナラ節、コナラ属クヌギ節などは二次林要

素である。いずれの樹種 も、本遺跡の周辺地域に分布 していたと考えられる。

〔文献〕
佐伯浩・原田浩 (1985)針 葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.20-48.

佐伯浩・原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,P49-100.

島地謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,296p
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表 9 船ヶ谷遺跡 4次調査における樹種同定結果

報告書番号 資料番号  器種 遺 構 ・層 位 結   果 (和 名/学名)

1091

1579

1弼2

1581

1580

1585

1584

1575

1577

1587

1586

1588

1089

1578

1576

1090

1583

1092

1605

1606

1607

1608

1256

1350

1349

1348

1420

1423

1546

1549

1550

1551

1545

1552

1547

1548

ヒノキ科

コナラ属 クヌギ節

ヒノキ

ヒノキ科

ヒノキ

ヨウヤマキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ科

ヒノキ

ヨウヤマキ

マツ属複維管束正属

コウヤマキ

カヤ

ヒノキ

ヒノキ

ヨウヤマキ

ヒノキ科

ヒノキ

マツ属複維管束亜属

ヒノキ科

針葉樹

針葉樹

コナラ属 クヌギ節

マツ属複維管束亜属

ヒノキ科

ヒノキ科

ヒノキ

カヤ

カヤ

カヤ

ヨナラ属 コナラ節

カヤ

コナラ属アカガシ亜属

ヨナラ属アカガシ亜属

コナラ属 アカガシ亜属

コナラ属 アカガシエ属

カヤ

カヤ

クスノキ

ヨナラ属アカガシ亜属

クスノキ科

ヒノキ

ヒノキ

スギ

ヒノキ

ヨナラ属 コナラ節

アワブキ属

コナラ属 アカガシ亜属

シイ属

ヒノキ科

クスノキ

ヒノキ科

Cuprcssaceac

OVerCコS Sect Aeg工ops

CととШ2ccFpnd ObmsaEndl

Cupttssaccac

働 aIPa29●ypans ObttsaEndl

Sci2ど甲ゴサo,9げ伊′12Fa Sieb et Zttc

Ch`vttpc● 即 S ObrIIsp Endl

CttatE2c,ノ
「

ИriS ObttSaEndl

fr2とmaccJ/pafij ο随 盟Endl

Cuprcssaceac

働 細 pcq/pTイs Ob倣盟Endl

Scね」叩ゥ s v�cillatt Sicb ct Zucc

Piwlls s口 ,コ∽ DiJDroxJ/fOfP

Sθアa」ψfヶs � Cilぬ協Sieb et Zu∝

TOFCyp IPv●・fFcra Sicb ct Zucc

働 冽堕2ccJP2●d ObぬSaEIldl

働 amae9甲曖コs Ob立02 Endl

Sc'23ψ】ヶs � Cillatt Sieb et Zucc

Cuprcssaccac

働 ala2a幻御臆 Ob加酸Endl

Ptts,コ bge4 Dゃ fαりIο盟

Cuprcssaccac

conif cr

conifcr

OVerCW Sec,AcgiloPs

P�s subgcrl DIProx/fOrP

Cuprcssaccac

Cupressaceae

働 a必口,9cyppns οbttsp Endl

TOFCya n口●IFcra Sicb ct Zucc

留02,y2ココ働Fcr2 Sicbす Zucc

Torrcyn辺口9yFcra Sicb ct Zucc

OtlCrCVS SCC'Prlnus

研0打,ya n口●・iFcra Sicb ct Zucc

OVCrCWS SVbgcIE Cyc10balanopsis

OVC″VS Sy,ど οa cyclobalanoPsis

Oコa確コS SVbgcn CyciobalmoPsis

Q口erCLIS,コ bgen CyclobalanoPsis

TOFC/2コ ロ9Fcra Sicb ct Zucc

留0打,ya nコ●・rF●・r2Sicb ct Zucc

C加 廻 伽 m c241PF2∞ Pred

OtlCrCWS SVbgcaり 。′οb2FanOPsi9

Lauraccac

働 孤naecypari9 οbttM Endl

Chコ∽,ccJTpnS Obtts,Endl

釣 pぢ伽 CrraJ2Pof21●・a D Don

a♂Lほaecyparls οb加,2配1

0tlCrCWS S9C'PrillPus

vcrrOsma

QVerC口S SVbgefEて うてガοbttr2● 岬 is

Ostanopsi9

Cuprcssaccac

Cttamaclmun2効甲力Ora Prcd

Cuprcssaccac

l

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

路

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

狸

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

杭     SRl ②層G14区

建築部材  SRl ②層G17区   炭No l

抗?    SRl ③層G12区   WNo l
抗    SRl ②層F13区   WNo l
杭    SRl ③層F12区   WNo l
抗    SRl ③層F12区    No 2
抗    SRl ③層F13区   WNo 2
抗    SRl ③層F13区    No 3
杭    SRl ③層F13区    No 4
抗    SRl ③層D5区    WNo l
抗    SRl ②層D5区     No 2
板状   SRl ②層D13区   WNo 4
杭     SRl ①層D12区   WNo l
抗    SRl ②層E13区   WNo l
抗    SRl ②層E4区    WNo l
抗     SRl ②層E4区     No2
杭    SRl ②層E4区     No 3
板材   SRl ②層E12区   WNo l
抗    SRl ②層E12区    No 2
杭    SRl ③層E13区   WNo 2
板材    SRl ②層C5区   WNo 2
板状   SRl ②層C5区     No 4
板材   SRl ②層C5区     No 5
板状   SRl ②層C5区     No 6
板材   SRl ②層C5区    No 7
板状   SRl ②層C5区    No 8
板材   SRl ②層C5区    No 9
抗    SRl ②層C5区    No 13
抗    SRl層 位不明H17区

柱    堀立l SPl
柱    堀立l SP2
柱    堀立l SP4
柱    堀立l SP6
柱    堀立l SP5
ツEよ ↓)   SK7           WNo l
不明     SK 13          WNo 2
鍬      SK 13           No 3
鍬      SK 13

柱材   SK 14
柱材    SK22
励      SK24          M「 No l

不明     SK24          WNo 3
がこイオ     SK24           M「 No ll

″胡オ     SK24           Ⅵ/No 9

抗材     SK24          WNo10
井戸枠   SK24        WNo 4
不明   SK24
抗       SK24           WNo 5

杭       SK24           WNo12
板材   SK24       WNo 6
板材   SK24       WNo 7
板材   SK%       WNo 8
板材?   SK24       WNo 2
不明?   SK鯉
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第212図 船ヶ谷遺跡 4次調査の木材 I
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第213図 船ヶ谷遺跡 4次調査の木材Ⅱ

横断面      :0.2 mm
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第214図 船ヶ谷遺跡 4次調査の木材Ⅲ

横断面       :0.5nlm
7.No 51 シイ属
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第 215図 船ヶ谷遺跡 4次調査の木材Ⅳ

横断面       :0.5m14
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2.船ヶ谷遺跡 4次調査における種実同定

〔1〕 はじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物や遺構内に残存している場合がある。堆積物

などから種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過去の植生や栽培植物を明らかにすること

ができる。

〔2〕 試料

試料は、 SRl② 層E15区 (試料 1)、 ②層 F13区 (試料 2)、 ①層 F13区 (試料 3)、 SK4(試

料 4)、 S K24(試料 5、 6、 7、 8、 9、 10、 ■、12)、 第Ⅶ層 (試料 13)か ら採取された計 13点

の種実である。

〔3〕 方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察 し、形態的特徴および現生標本 との対比によって同定を行っ

た。結果は同定 レベルによって科、属、種の階級で示 した。

〔4〕 結果

分析の結果、種実はすべてモモ (核 )と 同定された。学名、和名および計測値 (長 さ 。幅・厚 さ)

を表10に示 し、分種実の写真を示す (第 216図 )。 以下に同定根理 となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

モ モ  乃 盟 口s″劇 物 Batsch 核  バ ラ科

黄褐色～黒掲色で楕円形を呈 し、側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。

〔5〕 種実同定から推定される植生と農耕
モモは中国原産で、日本には縄文時代末から弥生時代にかけて伝来した。日本では弥生時代以降の

遺跡から一般的に出上 し、古 くより栽培されていた果樹である。本遺跡では、モモが栽培され利用 さ

れていたと考えられる。

〔文献〕

南木睦彦 (1991)栽 培植物.古墳時代の研究第4巻生産と流通 I,雄 山閣出版株式会社,P165-174.

南木睦彦 (1993)葉 ・果実・種子.日 本第四紀学会編,第四紀試料分析法,東京大学出版会,p276-283.

金原正明 (1996)古 代モモの形態と品種.月 刊考古学ジャーナルNo 409,ニ ューサイエンス社,P15-19.
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表10船ヶ合追跡4次調査にお|ける種実1同定結果

辮 分矮群 lm名ノ学名) 部航 欝 航 ) 幅 (函 ) 娼占きlanl

1

2

d

4

0

6

7

8

0

10

11

12

13

■モ   勅 v蜘珀歳″BB棘

葦   Pnmus tt Batsch

モモ   身ゅ吐胸匈弾象い破

モモ    身 甑 弾 攪高 誠

モモ   身車い|″瀬盛身螂醇 |

モモ   カ堕取薯蹴頚確aぬ顔

モモ   P4WaB韓コ鰤似蜘

モモ   !,甲Ⅲ芦蝉砕―DBA●EI

モモ   々ぬお算瀬穂濃ねぬ

モモ   m4vd藤 蒻強窮藝亜

モモ   身堕憂騨 盪ぬ競I

十■   m4vttф ttB4494

モーモ   角懃ぃFrslca湧撼ぬ

核

核

1/244

核

1/2核

核i

核

核

核

12H

核

1/2稼

核

24れ

�35

18.36

18溺

21や7

22a

班 78

21轟

125舒

23瑯

19朗

21m

駐 16

醒

立 78

16理|

141r7

20n

17V

457

1て注て積;

1  2 」       CX3 .

1議

V,9

16Ⅲ41

螂

期
蜘
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試料 5

第216図 船ヶ谷遺跡 4次調査の種実

試料 1 試料 2

試料 6

試料 8

種 実 同 定

試料 3

同左

試料 13

試料 4

同左

試料 10試料 9

試料 11 試料 12
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3.船ヶ谷遺跡 4次調査における花粉分析

〔1〕 はじめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉な

どの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存していない場合もある。

〔2〕 試料

分析試料は、試料 1(第Ⅶ層、暗灰色粘質土)、 試料2(①層、暗灰色粗砂質土)、 試料3(②層上

部、黒色粘質土)、 試料4(②層下部、黒色粘質土)、 試料5(③層、黒色粗砂質土)の 5点である。

試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す (表 12)。

〔3〕 方法

花粉粒の分離抽出は、中村 (1973)の 方法をもとに、以下の手順で行った。

1)5%水 酸化カリウム溶液を加えて15分間湯煎

2)水洗処理の後、0.51mの舗で礫などの大きな粒子を取 り除き、沈澱法で砂粒を除去

3)250/Oフ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置

4)水洗え理の後、氷酢酸によって脱水 してアセ トリシス処理を施す

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈さに石炭酸フクシンを加えて染色 し、グリセリンゼリーで封入 してプレパラー ト作成

7)検鏡 。計数

検鏡は、生物顕微鏡によって300～ 1000倍 で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)お よび中村

(1980)を ア トラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜

科、属、亜属、節および種の階級で分類 し、複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで

示した。イネ属については、中村 (1974,1977)を 参考にして、現生標本の表面模様・大きさ 。孔・

表層断面の特徴 と対比して同定しているが、個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

〔4〕 結果

(1)分類群

出現 した分類群は、樹木花粉 20、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 3、 草本花粉 23、 シダ植物胞子 2

形態の計48である。分析結果を表■に示 し、花粉数が100個以上計数された試料については花粉総数

を基数とする花粉ダイアグラムを示 した (表 12)。 主要な分類群について顕微鏡写真を示す (第 217

図)。 以下に出現 した分類群を記す。

[樹木花粉 ]

マキ属、モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、イテイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、ヤナギ

属、ハンノキ属、ハシバミ属、クマシデ属―アサダ、クリ、シイ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属
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アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ、エノキ属―ムクノキ、キハダ属、カエデ属、 トチノキ、ブ ドウ属、

ハイノキ属

[樹木花粉と草本花粉 を含むもの]

クワ科―イラクサ科、マメ科、ウコギ科

[草本花粉 ]

ガマ属―ミクリ属、オモダカ属、イネ科、イネ属型、カヤッリグサ科、ミズアオイ属、ユリ科、タ

デ属、タデ属サナエタデ節、アカザ科一ヒユ科、ナデシコ科、キンポウゲ属、アブラナ科、アリノ ト

ウグサ属―フサモ属、チ ドメグサ亜科、セリ亜科、シソ科、オミナエシ科、ゴキゾル、タンポポ亜科、

キク亜科、オナモミ属、ヨモギ属

[シ ダ植物胞子 ]

単条溝胞子、三条溝胞子

〔5〕 花粉群集の特徴

③層 (試料 5)では、草本花粉の出現率が樹木花粉よりも高い。樹木花粉では、コナラ属アカガシ

亜属の出現率が高く、シイ属、マツ属複維管束亜属、スギ、コナラ属コナラ亜属などが伴われる。草

本花粉では、イネ科、カヤツリグサ科が多く出現し、ヨモギ属、キク亜科、アカザ科―ヒユ科などが

低率に伴われる。また、セリ亜科、ミズアオイ属なども出現する。

②層 (試料 3、 4)では、草本花粉の出現率が樹木花粉よりも高い。樹木花粉では、コナラ属アカ

ガシ亜属の出現率がやや高く、シイ属、マツ属複維管束亜属、スギなどが伴われる。草本花粉では、

イネ科、カヤツリグサ科が多く出現し、ヨモギ属、アブラナ科などが伴われる。また、ガマ属―ミク

リ属、アリノトウグサ属―フサモ属、セリ亜科も低率に出現する。アブラナ科、アカザ科―ヒユ科は

上層に向かって増加しており、樹木花粉の出現率は減少している。

①層 (試料 2)では、草本花粉の出現率が樹木花粉よりも高い。樹木花粉では、コナラ属アカガシ

亜属、シイ属、スギ、マツ属複維管束亜属、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、モミ属、コナラ属コ

ナラ亜属などがやや低率に出現する。草本花粉では、イネ科が増加し、高い割合を占める。他に、ヨ

モギ属、カヤツリグサ科、アカザ科―ヒユ科などが伴われ、ミズアオイ属、オモダカ属、イネ属型も

低率に出現する。

第Ⅶ層 (試料 1)では、草本花粉の出現率が樹木花粉よりも高い。樹木花粉では、シイ属、コナラ

属アカガシ亜属、マツ属複維管束亜属、エノキ属―ムクノキ、ブドウ属などが低率に出現する。草本

花粉では、イネ科が高い割合を占め、ヨモギ属、アブラナ科、カヤツリグサ科などが伴われる。

〔6〕 花粉分析から推定される植生と環境

弥生時代後期～古墳時代初頭 とされる③層の堆積当時は、イネ科、カヤツリグサ科を主として、セ

リ亜科、ミズアオイ属なども生育する湿地の環境であったと考えられ、周囲はヨモギ属、キク亜科、

アカザ科―ヒユ科などが生育する比較的乾燥 した開かれた環境であったと推定される。また、周辺地

域にはカシ類やシイ属などの照葉樹林が分布 し、マツ類やスギなどの針葉樹 も見られたと推定される。

古墳時代中期とされる②層の堆積当時も、③層と同様の湿地の環境であったと考えられるが、イネ

属型が検出されることから、周辺で水田稲作が行われていた可能性が考えられる。また、アブラナ科、
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アカザ科―ヒユ科などの人里植物ないし耕地雑車が増加することから、周辺で畑などの人為環境が拡

大したと推定される。なお、この時期には周辺地域でカシー類などの照葉樹林が縮小したと推定される。

苦墳時代後期とされる①層から古墳1時代後期～古代とされる第Ⅶ層にかけては、イネ属1型 を含むイ

ネ科が増加しているこ―とから、周辺で水日が拡大した可能性が考えられる。また、周辺地域には、シ

イ属、カン類、マツ類、エノキ属―ムクノキ、ブドウ属などを構成要素とする森林が分布していたと

推定される.。

〔文献〕

中村純 (1973)花粉分析:古今書院,醸諄 ■01
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中村純 (19801日本産花務の標徴:大阪自然史博物館収蔵日録第13集,91,.
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4.船ヶ谷遺跡 4次調査における植物珪酸体分析

〔l〕 はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積 したものであ り、植物

が枯れたあとも微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体

分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイ

ネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている (杉 山,2000)。 また、イネ

の消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査 も可能である (藤原・杉山,1984)。

〔2〕 試料

分析試料は、花粉分析に用いられたものと同一である。試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示

す (表 14)。

〔3〕 分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手順で

行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾 )

2)試料約 lgに直径約40μmの ガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0,l mgの 精度で秤

量 )

3)電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300w。 42 KHz・ 10分聞)に よる分散

5)沈底法による20μm以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中に分散 してプレパラー ト作成

7)検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍 の偏光顕微鏡下で

行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上 になるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分の

精査に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体 とガラスビーズ個数

の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重、単位 :105g)をかけて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出した。

イネ (赤米)の換算係数は2.94(種 実重は 1.03)、 ヨシ属 (ヨ ン)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、

メダケ節は1.16、 ネザサ節は0.48、 クマザサ属 (チ シマザサ節・チマキザサ節)は 0,75、 ミヤコザサ

節は0.30で ある。タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

〔4〕 分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い、その結果を表13お よび表14に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す (第 218図 )。
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[イ ネ科]

イネ、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型 (お もにススキ属 )、 ウシクサ族A(チガヤ属など)

[イ ネ科―タケ亜科 ]

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキユウチク節、ヤダケ属 )、 ネザサ節型 (お もにメダケ属

ネザサ節 )、 クマザサ属型 (チ シマザサ節やチマキザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (お もにクマザサ属

ミヤコザサ節 )、 未分類等

[イ ネ科一その他 ]

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

[樹木]

ブナ科 (シ イ属)

〔5〕 考察

(1)稲作跡の検討

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 (プ ラント・オパール)が試

料 lgあ たり5,000個 以上 と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高い

と判断している (杉山,2000)。 ただし、密度が3,000イ固/g程度でも水田遺構が検出される事例がある

ことから、ここでは判断の基準を3,000個 /gと して検討を行った。

Ⅶ層 (試料 1)から③層 (試料 5)ま での層準について分析を行った。その結果、Ⅶ層 (試料 1)、

①層 (試料 2)、 ②上層 (試料 3)か らイネが検出された。このうち、Ⅶ層 (試料 1)と①層 (試料

2)では、密度が3,300イ固/gと 比較的高い値である。したがって、これらの層では稲作が行われてい

た可能性が高いと考えられる。②上層 (試料 3)では、密度が2,100個/gと 比較的低い値である。イ

ネの密度が低い原因としては、稲作が行われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かった

こと、洪水などによつて耕作土が流出したこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、およ

び上層や他所からの混入などが考えられる。

(2)イ ネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもオオムギ族

(ム ギ類が含まれる)、 ヒエ属型 (ヒ エが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ワが含まれる)、 キビ属型

(キ ビが含まれる)、 ジュズダマ属 (ハ トムギが含まれる)、 オヒシバ属型 (シ ヨクビエが含まれる)、

モロコシ属型などがあるが、これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。

(3)植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群の検出状況と、そこから推定される植生・環境について検討を行った。③層から

①層にかけては、メダケ節型やネザサ節型が多量に検出され、ヨシ属なども少量検出された。また、

①層ではブナ科 (シ イ属)も 検出された。Ⅶ層ではメダケ節型が減少している。おもな分類群の推定

生産量によると、③層から①層にかけてはメダケ節型やネザサ節型が卓越しており、Ⅶ層ではネザサ

節型が卓越していることが分かる。

以上の結果から、弥生時代後期～古墳時代初頭とされる③層から古墳時代後期とされる①層にかけ
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ては、メダケ節やネザサ節などのタケ亜科を主体 としたイネ科植生が継続されていたと推定される。

花粉分析では、湿地の環境が推定されていることから、これらのタケ亜科は自然流路の周囲に分布 し

ていたと考えられる。これらのタケ亜科植物は、住居の建築材や屋根材、燃料、道具などとして盛ん

に利用されていたと考えられる。花粉分析ではタケ亜科が↓巴握 されていないが、これは竹笹類が数十

年に一度 しか開花 しないことや、花粉ではイネ科の細分が困難なことに起因している。古墳時代後期

～古代 とされる第Ⅶ層の時期には、調査地点で稲作が行われていたと考えられ、周囲にはネザサ節な

どのタケ亜科が多 く分布 していたと推定される。

〔6〕 まとめ

植物珪酸体分析の結果、古墳時代後期～古代とされる第Ⅶ層および古墳時代後期とされる①層から

は、イネが多量に検出され、稲作が行われていた可能性が高いと判断された。また、古墳時代中期と

される②層でも、稲作が行われていた可能性が認められた。

弥生時代後期～古墳時代初頭とされる③層から古墳時代後期とされる①層にかけては、自然流路の

周囲などにメダケ節やネザサ節などのタケ亜科が多く分布していたと考えられ、古墳時代後期～古代

とされる第Ⅶ層でも、ネザサ節が多く分布していたと推定される。

〔文献〕
杉山真二 (1987)タ ケ亜科植物の機動細胞珪酸体.富士竹類植物園報告,第 31号 ,p70-83.

杉山真二 (2000)植物珪酸休 (プ ラント・オパール)。 考古学と植物学.同成社,p.189-213.

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法―.考古学と自

然科学,9,P15-29.

藤原宏志 。杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)― プラント・オパール分析による水田址の探査―.考

古学と自然科学,17,p73-85。
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表 11 船ヶ谷遺跡 4次調査における花粉分析結果

群類分 第Ⅶ層  ①層   ②層上  ②層下 ⑥層

和名学

Taxacc2o― CcPItarOめα ∽c_cupressac∽ o イテイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科
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4
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強
睡
匿
ピ
歴

第217図 船ヶ谷遺跡 4次調査の花粉

1.マ ツ属複維管束亜属

4.コナラ属ヨナラ亜属 5.

2.ス ギ

エノキ属―ムク 7.ク ワ科―イラク
ノキ        サ科

省

"Ⅲ

峰

12.ア リノ トウグサ
属―フサモ属

拳
3.シ イ属

6.

，

一簸
罐
≧
望
　

８．

鞣
マメ科コナラ

アカガシ亜属

10.9. オモ ダカ属

竜発

イネ科

鍮

11.カ ヤツリグサ科

陣
輩

等
苺

`

17.オ ナモミ属 ヨモギ属

― : 10μ m

13.ア カザ科―ヒユ

科

催

16.タ ンポポ亜科14,マ アプラナ科 15.セ リ亜科

-236-

18.



植物珪酸体分析

表13 船ヶ谷遺跡 4次調査における植物珪酸体分析結果

検出密度 (単位 :× 100個/g)

地点・試料

分類群            学名

土 層 断 面

1 2 4 5

イネ科             Gramincac(Qasscs)

イネ             Ovz2 saす И r」。mc朗た言つ

キビ族型           Par施 ∽o vP9

ヨン属            動四夢誠絡 rrcc」9

ススキ属型           Miscanぬ vs yPe

ウンクサ族A          Arldropogo129aC A νμ

33

7

33

7

7

20 14

14

タケ亜科            &mbコ soiFcac rBttb。 。p

メダケ節型           Prci9br2stys scc,Mttatc

ネザサ節型           Prei9brasltls scCと NeFsa

クマザサ属型          Sps・ a rexcePm狗湖他預硼

ミ ヤ コ ザ サ 節 型          駒 酸 sc仇 拘け 激 οttSa

未分類等            Othcrs

13       166       240       216       358

326       160       338       440       380

20        26        79        21

13        13        16        29

100        47       146       137       122

その他のイネ科         Othcrs

表皮毛起源           Husk随 とorigin

棒状逮酸体          Ro↓ shaped

未分類等            Othcrs

21

203

547

‐３

　

認

　

５９

7

20

146

29

144

628

7

93

509

樹木起源            Arborcal

ブナ科 (シ イ属)        鈎 21EttFs 7

植物瑳酸体総数        Total 1732924

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/ぽ 。
clll)

イネ

ヨシ属

ススキ属型

メダケ節型

ネザサ節型

クマザサ属型

ミヤコザサ節型

Oryza sativa(domcstlc ricc)  1 098  098  061

Phragmitcs(rccd)

Miscanthusサ pc

Plcioblastus sect,Mcdatc

Plcioblastts scct,Nczasa

Sasa(cxccpt Miyakozasa)

Sasa s∝ t Miyakozasa

042       066                 045

025                 018

015       193       278       251       416

156       077       162       211       182

015         02         06        016

004       004       005       009

タケ亜科の比率 (%)

メダケ節型

ネザサ節型

クマザサ属型

Plcioblasms scct Medake

Plcioblastts scct Nczasa

Sasa(cxccpt NriyakOzasa)

９

一
８９

67

27

5

６〇

一
３５

　

４
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40

11

６８

一
３０

　

３
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植物珪酸体分析

第218図 植物珪酸体の顕微鏡写真
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5。 船ヶ谷遺跡出土の硬質土器の蛍光X線分析

大谷女子大学 三辻利一

1)は じめに

5-6世紀代の須恵器生産の中心は和泉陶邑にあった。地方窯は限られた地域に数基ずつしか見つ

けられていない。そして、蛍光X線分析によって、各地の古墳から陶邑産の須恵器が多数検出されて

いる。陶邑産の須恵器が各地の古墳から検出されることは、この時期には須恵器生産が和泉陶邑にあ

ったことから理解できる。こうした背景から、各地の古墳から出土する須恵器の産地推定に地元産か、

陶邑産かを問う2群間判別分析法の適用が有効であることは、これまでの分析データが示 している。

もう一つの問題は朝鮮半島から持ち込まれた陶質土器が検出されるかどうかである。この問いに答え

るために、陶邑群と伽耶群間の 2群間判別分析が適用される。本報告では、肉眼観察で非陶邑系 とみ

られた硬質土器の蛍光X線分析の結果を報告する。

2)分 析結果

分析データは表15に まとめられている。全分析値は同時に測定した岩石標準資料、」G-1に よる

標準化値で示されている。このデータにもとずいて、K― Ca、 Rb― Srの両分布図を作成 した。そ

の結果は第219図 に示されている。この両図は大ざっぱに、産地を知る上に役立つ。第219図 より、

大部分の試料は陶邑領域に分布 し、陶邑産の須恵器が含まれていることを示 している。しかし、陶邑

産でないことを示す不明A群と不明B群の試料があることも明らかである。そこで、伽耶群と陶邑群

の 2群間判別図に今回分析した試料をプロットした。その結果は第220図 に示されている。D2(伽

耶)と D2(陶 邑)はそれぞれ、伽耶群、陶邑群の重心からのマハラノビスの汎距離の二乗値であり、

K、 Ca、 Rb、 Srの分析値を使って計算された。表15に分析値 とともに示 している。また、第220

図には伽耶群と陶邑群間の 2群間判別図から得られた物B耶領域と陶邑領域が設定されている。13点の

試料が陶邑領域に分布 し、伽耶領域には3-5点 の試料が分布する。重複領域 ID 2(物H耶)=1.5-

30、 D2(陶 邑)=3-1001に は13点 ほどの試料が分布するが、不明領域には20′点ほどの試料が分布

する。この図で重複領域に分布 した試料が陶邑産か伽耶産かを判断することは難しい。そこで、地元

の母集団として、通谷窯群を選択 した。通谷窯群は5-6世紀代の窯群ではないが、もし、未発見の

古い窯が通谷窯群内にあるとすれば、通谷窯群の須恵器と同じ指紋を持つと考えられるからである。

通谷窯群の須恵器の両分布図を第221図 に示す。とくに、K― Ca分布図で陶邑領域 とはずれる。陶邑

群 と通谷群間の 2群間判別図を第222図 に示す。陶邑領域は ID 2(陶邑)<10、 D2(通 谷)=
6-1001であり、通谷領域は ID 2(通谷)<10、 D2(陶 邑)=4-251で ある。重複領域は狭

いので、両群の試料は分離 しており、相互識別は十分可能であることが分かる。この判別図上に船ヶ

谷遺跡出上の硬質土器をプロットしたのが第223図 である。陶邑領域に分布 した試料は20点近 くある。

通谷領域に分布 したものは数点に過ぎない。不明瞭域にはあいかわらず、20点近い試料が分布する。

つぎに、伽耶群 と通谷群間の 2群間判別分析を行った。その結果は第224図 に示されている。伽耶領

域は ID 2(伽耶)<10、 D2(通 谷)=2-1001で あり、通谷領域は ID 2(通谷)<10、 D2

―斃0-



蛍光 X線分析

(伽耶)=0,7-201である。中央に引かれた斜線は理想境界線であり、両群の指紋が類似すると、両

群の試料は理想境界線に沿って混在 して分布することになる。この場合、両群の試料は理想境界線沿

いに分布 してお り、指紋は類似することを示 している。両群の相互識別はやや、困難である。第225

図は第224図の判別図上に船ヶ谷遺跡出土の硬質土器をプロットしたのである。通谷領域に分布する

試料は殆どないことが分かる。不明瞭域に分布 した試料以外のものは殆ど、伽耶領域と重複領域に分

布 した。第219図、第223図、第225図 の 3枚の図から、船ヶ谷遺跡出上の硬質土器の中には通谷窯群

に対応するものは殆どないことがわかる。陶邑産の須恵器と伽耶地域からの搬入品と産地不明となっ

たものの 3群 にほぼ分かれることがわかる。そこで、全試料について、陶邑群、伽耶群、通谷群の重

心からのマハラノビスの汎距離の二乗値を比較 した。その結果は表15に分析値 とともに示 してある。

その中でD2値が最 も小 さいものを優先 して産地 とした。 その結果、陶邑産 と推定されたものは

No.1, 3, 8,10,12,15,16,17,18,24,28,36,41,43,46の 15点 であり、陶質土器と推定

さ″tた ものはNo.2, 4, 5, 9,20,21,22,23,25,26,30,38,40,47,48,51の 16′点である。

重複領域には陶質土器よりも陶邑産の須恵器が分布する場合が多いので、陶邑産の須恵器の中に陶質

土器 と誤判別されたものが含 まれている可能性はある。 しか し、陶質土器が含まれていることは第

220図 ,第 225図から明らかであろう。

つぎに、産地不明となった試料についてである。この中に、K量 とRb量が多い試料があることは

表 15の分析値を比較すればすぐわかる。これらの試料の他の元素の分析も比較すると、いずれもよく

類似 していることがわかる。つまり、これらは同じ胎上であり、同じ産地の製品である。K、 Rb量

が多いものはNo.6, 7,11,13,14,27,31,32,52の 9点であり、これらを不明A群 とした。同

様にして、他の産地不明を点検した結果、No.33,34,37,39,45,49,50の 8点の試料も全因子で

類似 しており、同じ胎上の製品と考えられた。これらを不明B群 とした。不明B群はCa量が多いと

いう特徴をもつ。Ca量が多い割にはSr量 は多くない。第219図 に不明A群 と不明B群の分布位置を

示してある。

これらの試料の産地は不明であるが、陶邑産ではないことは間違いない。また、No.19,29,42,

53の 4点の試料は陶邑産でないことは間違いないが、上記のどのグループにも対応しない。産地推定

の結果も表15の 最右欄に示してある。

このように、肉眼観察で非陶邑系と推定された53点の分析結果の多くは非陶邑産の製品であること

がわかった。それでも、陶邑産と推定された試料は15点あった。

*硬質土器の用言は筆者の原文のまま使用 した。
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表 15 船ヶ谷遺跡 4次調査出土陶質土器分析結果

季  完

料
】万

資
番

裂
号

蟹
番 (三辻) 遺  構  名 器 種 K Ca Fe Rb Na D2(陶邑) D2(伽耶) D2(通谷 推定産地 備考

1677 l 2377 Ⅶ層G7区 不 明 0052 205 0479 0184 151 陶邑

609 2 2378 SRl②層F13区 甕 0540 0230 231 0582 0633 0355 128 韓式

520 3 2379 SRl②層G16区 杯 身 0477 198 0540 0320 陶 邑

517 4 2380 SRl②層G10区 郭 身 0577 224 0613 韓式

5 2381 SRl②層E12区 杯蓋 0547 261 0645 0300 乾 v 152 韓式

602 SRl②層H14区 高郭 0825 234 0870 299 不明A群

7 SRl②層F15区 高郭 0753 260 0823 295 不明A群

2384 SRl②層G16区 高郭 0504 ll 289 0598 0283 0286 陶 邑

SRl①層F13区 高郭 0589 0705 韓式

730 2386 SRl②層H14焼土内 器 台 0164 0323 陶 邑

693 lユ 2387 SRl②層H14区 紺 260 0814 0391 336 不明A群

SRl②層G16・ F7区 奏 0499 228 0609 0362 0295 陶 邑

SRl②層G15区 奏 0733 0803 0403 0422 330 不明A群

686 SRl②層E12区 発 0723 282 0819 0433 0506 255 不明A群

2391 SR ②層F4区 器台 208 0541 496 陶 邑

2392 SR ②層E12・ D13区 奏 220 0577 0343 182 陶 邑

2393 SR ②層D13区 奏 228 0631 0232 陶邑

684 2394 SR ②層E12区 士霊 0124 0371 0220 256 陶邑

685 2395 SR ②層H14区 士霊 0467 405 0408 0396 0202 544 不 明

SR ②層H14区 高杯 0456 0202 0543 韓 式

2397 SR ②層F6区 蓋 0437 0220 韓式

SR ②層E14区 杯蓋 0172 0502 韓式

SR ②層F14区 杯蓋 0585 0157 0246 韓式

600 SR ②層F13区 高郭 0473 204 0573 0258 0248 14 289 陶 邑

655 SR ②層E13区 士霊 0562 0239 263 0550 470 韓式

2402 SR ②層H14区 高杯 0541 0503 韓式

740 別03 SR ②層C5区 器 台 0144 235 不明A群

24C14 SR ②層G7区 小型器台 174 0668 0157 137 陶 邑

205 SR ②層G7区 小型器台 0570 0613 0930 0361 250 不 明

SR ②層G6区 盟 0536 209 0642 0370 0227 韓式

2407 SR ②層H14区 壺 0784 0122 不明A群

610 2408 SR ②層E15区 甕 0839 0439 252 332 不明A群

568 SR ②層F8・ H14区 高郭 0303 224 0602 0398 0357 224 不明B群

567 0 SR ②層D13区 高杯 0526 0308 229 0593 0373 不明B群

566 1 SR ②層G ll区 高杯 0301 227 0610 0390 0363 433 275 不明B群

603 2 SR ②層F5区 高杯 0413 開 4 陶邑

604 3 SR ②層F12区 高郭 0452 59ユ 不明B群

650 4 SR ②層G17区 甑 0517 230 0623 0339 0303 韓式

668 5 SR ②層G10区 壺 0931 244 不明B群

666 6 SRl②層H15区 壼 0557 235 0370 0376 韓式

658 7 SRl②層E10区 士霊 0461 0137 206 0572 063 陶邑

8 SRl②層G16区 士霊 0523 不 明

9 SRl②層G16区 士宝 0078 0615 0322 ■7 陶邑

SRl②層E12区 重 238 0612 0357 0249 44 未定

SRl②層D6区 奏 0522 0350 255 0594 0385 0387 672 287 不明B群

SRl②層E5区 奏 0449 0069 260 0445 0274 陶邑

2423 SRl②層E8区 把手付鋼 0373 韓式

649 SRl②層? 甑 0559 0220 ■7 韓式

SRl②層E5区 甑 0610 0351 不明B群

607 2426 SRl②層E6区 奏 231 0623 0397 0373 200 356 不明B群

2427 SRl②層H13区 士霊 0541 0211 206 0635 0389 0361 韓式

663 2428 SRl②層H14区 士宝 0221 0844 不 明 A群

1570 2429 SK2①層焼土 郭蓋 0683 598 不 明

自然 科 学 分 析

不明品のうち、No 33、 34、 35、 37、 39、 45、 50の 7点の胎土は同じであり、同一産地の製品と推定される。
不明品のうち、No 6、 7、 11、 13、 14、 27、 31、 32、 52の 9点の胎土も同じであり、同一産地の製品と推定される。
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蛍差X線―分新

SF

第221図 1通合窯出土察恵器の面分布図
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自然科学分析
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種類 図 版 個数 産地 備考

陶邑

7~蜀｀`
            658

(S=1:4)

15

阪

邑

大

陶

206

咸安タイプ

韓式

斜  fヽ
515

16 韓
鴇

516

高霊タイプ

自然 科 学 分析

第226図 船ヶ谷遺跡 4次調査胎上分析による産地別出土遺物実測図 (1)

※第226・ 227図 は編集 高尾が作成 した。
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蛍 光 X線 分析

種 類 図 版 個数 産地 備考
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第227図 船ヶ谷遺跡 4次調査胎土分析による産地別出土遺物実測図 (2)
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第Ⅵ章 まとめ

本調査は、弥生時代集落と古墳時代集落の範囲確認を主目的に行った。調査では、弥生時代前期か

ら古墳時代後期までの遺構と遺物を多数検出した。ここでは、土層と主な遺構について、まとめを行

なう。

1.地形の成 り立ち

土層 本調査地の北壁土層と、西側に隣接する船ヶ谷遺跡 2次調査地の北壁土層とは、東西にほぼ

一直線上にあり、140mの土層図を作成することができる。土層は、 4次調査第 I層 と2次調査第

I・ Ⅱ層は現代の水田耕作上、 4次調査第Ⅱ層と2次調査第Ⅲ層は近現代の耕作土、4次調査第Ⅵ層

と2次調査第Ⅳ① o②層 (7世紀から8世紀の遺物を包含する)、 4次調査第Ⅶ層と2次調査第V層

(7世紀代の遺物を包含する)、 4次調査SRl②上・下層と2次調査SRl②層 (古墳時代中期から

後期)が各々で対応する。4次調査Ⅲ層・Ⅳ層・V層 は調査区の南東部で検出するが北西部にはなく、

4次調査地に検出が限られる土層である。

土層からは、遺跡の地形が明らかになりつつある。

調査地の環境変化を見てみる。SRlは弥生時代前期以前に形成された流路で、弥生時代後期末に

③層が堆積する。古墳時代後期には②層が堆積し、かつほぼ陸地化し、東側に建物が構築され、集落

が形成される。その後①層とⅦ層は7世紀に堆積し、当地一帯は陸地となる。この変化を以下、詳細

に記述したい。

下層となるSRl③層の段階では、一帯は湿地である。船ヶ谷遺跡2次調査SRl②層の下部層は

埋土が安定せずに、8つ の上壌がブロック状に混合した状況であった。したがって、2次調査SRl
は水が流れていたものでなく、沼のような状況が推測された。今回の調査の結果、2次調査地と4次

調査地との間には黄色上のしっかりした土壌が形成されていることを確認したことから、集落は4次

調査SRl③層堆積時までは、2次調査地と4次調査地の間から南西方向に展開することが考えられ

る。

中層となるSRl②層では、周辺で水田稲作が行われ、畑の人為環境が拡大した環境であった。

(第 5章 自然科学分析)②下層時になると4次調査の東側に集落が広がり、②上層時には2次調査地

と4次調査地ともに陸地化する。また、 2次調査地の西側には土坑、溝などを検出しているので、こ

の時期に遺構の形成が確認できる。 4次調査地にもSRlの東側を中心に集落の広がりを確認し、 2

次調査地から4次調査地の広い範囲が生活面になることを想定したい。なお、4次調査SRlが 2次

調査地の北東部まで広がることを確認している。

上層となるSRl①層～第Ⅶ層では、分析の結果 (第 5章)イ ネ科が増加しており、周辺で水田が

拡大したものと推定される。よって、この時期にはSRlは ほぼ陸地化していたであっただろう。

2.集 落 の変遷

弥生時代前期 (第 229図 -1) この時期の遺構にはSKlと S K10の 2基がある。 SKlは 自然

流路 SRlの 低地部から若千小高 くなった西岸に位置 し、 S K10は東岸の緩やかな傾斜地に位置 して

いる。

SKlは 遺物の出土状態から、土器を井戸枠に利用 した井戸または水 を溜めるための集水施設 と考
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えられる。土器を井戸枠に利用 した遺構の検出例は、県内では船ヶ谷遺跡 (森光晴1975)があげられ

る。船ケ谷遺跡例は報告書では第 1号甕棺 とされているが、今回資料調査を進める過程で、調査担当

者から丼戸の可能性があることを確認 した。したがつて、本遺跡の検出例は平野では2例目となる。

S K10は 壼形土器と鉢形土器を組み合わせた土器棺である。この時期の松山平野での埋葬例は持田

町 3丁 目遺跡 (真鍋昭文 1995)、 西野遺跡 (長井数秋ほか 1975)、 土壇原Ⅲ遺跡 (長井数秋 1986)、 東

石井小学校構内遺跡 (梅木謙-1998)の 4遺跡があり、持田町 3丁目遺跡からは土坑墓24基 と土器棺

9基、西野遺跡からは土器棺 2基を含む71基の墳墓、土壇原Ⅲ遺跡からは土坑墓 7基、東石井小学校

構内遺跡からは 3基の上器棺が各々出土 している。これ等 4遺跡共通点は、埋葬形態が複数で、かつ

墳墓群を形成することである。本遺跡では土器棺 1基の検出に限られたが、遺構の堀方は床面がわず

かに残る状況であり、かつ土器棺の上部が大きく削平されていることから、先の複数埋葬を基にすれ

ば土器棺は本来複数存在 していたと考えられる。

次に、当時の集落域を想定 してみる。SRlの水量は少なく川底をわずかに流れていた状況で、 S

Rlの西岸には井戸があり、東岸には土器棺墓がある。 2次調査 SRlか らも弥生時代前期の遺物が

出土 し、 2次調査地 SRlと 4次調査地 SRlの 間にわずかに平地部が広がることから、 SRlの南

西方向域に集落があったと推定される。

4次調査地

0            20m

(S=1:750)

第228図 船ヶ谷遺跡 2次調査地と4次調査地との土層合成図

2次調査地

2次調査地 4次調査地
唖
嘲引
∬
識
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2.弥生時代中期

4.古墳時代前期
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弥生時代中期 (第 229図 -2) この時期の遺構には土坑 2基 と滞 2条がある。土坑 2基のうちS

K llは SRlの 低地部から若干小高 くなった西岸に位置 し、 S K12は 低地部付近の東岸に位置 して

いる。 S K12は深さと断面形状、検出位置から丼戸 と考えられる。溝 SRl‐ SDl・ SRl― SD2
はSRlの 南東部の床にあ り、 SRlの 水量が少ない時期に、川底を流れていた小さな流路と考えら

れる。

集落はSRlの 東西で土坑を検出し、水量が少量であったことより、 SRlを 行き来できる状況で

あつたと考えられ、 SRlの 東西域にあったと推定される。

弥生時代後期～古墳時代初頭 (第 229図 -3) この時期の遺構は土坑 11基があり、うち 3基が S

Rlの西岸に位置 し、8基が東岸に位置 している。いずれもSRlの 緩やかな傾斜地に列をなして立

地している。出上 した遺物は、土器 と木製品がある。特筆すべ きものにはSRl西 岸に位置するSK
7か ら出土 した泥除未製品が 1点があげられる。出土状況からは、水漬けの状態にしていたものと考

えられる。未製品を保管する遺構の検出例は、松山市釜ノロ遺跡 9次調査地の溝 (弥生時代後期中葉 )

が報告されている (梅木謙―・水本完児 2001)。 出土木製品には、製品の杓子状木製品や縦杵、未製

品の鍬や泥除等があり、出土状況には本例と共通′点がある。

一方、SRlで は③層が堆積する。③層では、弥生時代後期までの遺物が出上していることより、

③層は弥生時代後期までに堆積 したことになる。この時期の河幅は狭 く、水量は木製品を収納する土

坑の上面をこえない、中位程度の水位で流れていたものと推定される。③層は分析から湿地の状況で

あったことが半J明 している (第 V章 )。

集落は井戸と土坑がSRlの東側に多く検出されることから、西側には小数集落、SRlの東側に

は多数の集落があったと推定される。

古墳時代前期 (第 229図 -4) この時期の遺構には土坑 7基がある。 7基の上坑のうち特筆すべ

きものとしてS K14と S K22の 2基が上げられる。 2基の上坑は、いずれも土坑中央に柱が立てら

れたまま出上し、S K14には柱のまわりに完形品の上師器甕形土器や小型九底壼などが置かれていた。

SRlは②下層が古墳時代初頭以前に堆積している。SRl②下層上面の中央部には、薄い砂層が部

分的に堆積していることから、水量は少ないものと推定される。

集落は、土坑の検出によりSRlの東側にあったとみられる。この時期には、2次調査地から祭祀

遺構を検出していることより、 2次調査地のSRl西側にも集落があったとみられる。

古墳時代中期 (第 229図 -5) この時期の遺構には掘立柱建物址 2棟、土坑 2基、溝 4条、杭列

2基、柵列 1条、性格不明遺構 1基がある。これまでにみられなかった掘立柱建物や溝・柵列といっ

た構築物が建てられ、居住域としての土地利用が本格的に始まる時期である。特にSRl東岸では掘

立 5(1× 1間)や掘立 3(2× 4間 )と いった小規模の掘立柱建物が建てられている。遺物では、

S K24か ら高杯形土器や土製模造品・臼玉が出土し、出土状況からみて井戸の廃棄に伴う祭祀に使用

されたと考えられる。

SRl②上層は古墳時代後期の掘立柱建物に切られること、古墳時代中期のS K24出上の奏形土器

とS R lE9区 出上の甕形土器 (606)力 S復元できたことから、②上層は古墳時代中期以降に堆積した

ことになる。出土遺物は、完形品に近い陶質土器や滑石製品などのほか、十数点の須恵器の速が口縁

部を打ち害」り底部を上にした状態で出土するなど、祭祀を行った状況も見受けられる。この時期SR
lは河幅は広く、時々水が流れる程度の沼地化した状態である。
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集落は、掘立柱建物址、土坑、溝などが SRl東 側の陸地化 した河岸に近い場所で構築され、一方

2次調査 SRlの 西側にも溝、土坑など集落に関連する遺構を検出していることから、 SRlを 挟む

両岸で集落展開が推定される。

古墳時代後期 (第 229図 二6) この時期の遺構には竪穴式住居址 1棟、掘立柱建物址 4棟、土坑

2基、柵列 2条、性格不明遺構 1基がある。掘立柱建物 と竪穴式住居の関係は、掘立 1(6c中 )が

あ り、ほぼ同時期か少 し時間をおき掘立 2(6c前 ～中)力S構築される。次に、竪穴式住居 SBl

(6c中 )、 その後は、SBl廃絶後に掘立 6が構築され、つづいて掘立 4が構築される。このように、

SRl東 岸には大型掘立柱建物や竪穴式住居が建てられていることから、古墳時代後期以降は、居住

域が東方へ展開していく。

SRl①層は、②上層を覆い出土遺物に6c代の須恵器を含むことから古墳時代後期以降に堆積し

たものである。SRlの河幅は、中央付近に狭 く水量の少ない河川が存在し、埋没後は陸地化してい

たものとみられる。

3.井戸の変遷

集落の変遷は検出した井戸からも検証できる。

井戸はSKl(弥 生時代前期)、 S K12(弥生中期前葉)、 S K15(弥生後期)、 S K8(古墳時代

初頭 )、 S K24(古墳時代中期)の 5基があり弥生時代前期から古墳時代中期まで継続してある。井

戸の構造は、弥生時代前期のSKlは壼形土器の底部を打ち欠いたものを井戸枠として使用し、弥生

時代中期から古墳時代初頭までの3基は素堀で井戸枠がない、古墳時代中期のS K24は木製の井戸枠

を使用している。検出地点は、弥生時代前期のSKlが SRlの東岸で、以後のS K12・ 8・ 15・ 24

は西岸にある。また、井戸の検出位置からは河幅 (水量)が想定でき、弥生時代前期から中期までは、

SKl・ 12が SRl中央の深い (③層)位置にあり、したがつて河幅は狭いものであっただろう。弥

生時代後期から古墳時代までは、弥生時代前期～中期に比べて河幅は広 くなり、弥生時代後期が一番

広 く、その後は狭 くなり、古墳前期～中期はあまり変わらない河幅になる。古墳時代後期には水量が

少ない状態で、最終的には陸地化していたと推測される。

さて、S K12・ 8・ 15。 24の 位置は、SRlの東側でほぼ一直線上に12mの等間隔となる。水量

と時代により井戸が作られたと考えられる。これは、井戸が弥生時代前期から古墳時代まで同一集落

内で受け継がれ、井戸の東側が集落の生活場として長期にわたり使用されていたことを示すものであ

る。

4.注 目する遺物

(1)SRl出 上の陶質土器 。須恵器

SRlか らは、重要な遺物が出上している。それは、渡来人が直接持ち込んだと思われる遺物、渡

来人が聞接的 (技術)に持ち込んだ遺物の出上である。

渡来人が直接的に持ち込んだ遺物には、陶質土器の小型器台 2点 と郭蓋、間接的に持ち込んだ遺物

には、軟質土器の甕、把手付鍋、平底壼が多数ある。

陶質土器の小型器台 2点は、韓半島及び日本国内においても現在までに出土例のない大変貴重な遺

物である。また、日常生活に使用する軟質土器が、破片ではあるが85点が出土し、この船ヶ谷遺跡内

で渡来人が生活を行っていたことが明確になる資料である。 (軟質土器出土=渡来人 定森秀夫 1998
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初期須恵器 と韓半島製陶質土器 京都文化博物館研究紀要 朱雀 第10集)の論文に準 じる。

渡来人が間接的に持ち込んだ遺物には、市場系土器の高イ形土器、重形土器、甕形土器 と初期須恵

器の対、把手付婉 、器台形土器がある。

市場系土器 (三吉秀充2002)と は、松山平野南部にある須恵器生産窯の市場南組窯で焼かれた土器

を指す。市場系土器の器種には、無蓋高杯、婉 、甦 、重、甕、高郭形器台、筒形器台、鋼、土錘等

がある。船ヶ谷遺跡 4次調査地から出上 した陶質土器 と市場系土器・非陶邑系土器は、胎土の科学分

析 を行っている。

胎上分析は、肉眼観察により陶質土器、市場系土器、非陶邑系土器と思われる弼点について科学的

分析 (第 V章)を行った。分析からは、陶邑・韓式・不明A群・不明B群・不明の 5分類 された。そ

の中で松山平野内の出作遺跡 (1993相 田則美)で出上 している土器 (市場系)と 同じ形態の高杯 4点

が不明B群 と判別された。出作遺跡出上の遺物 も分析を行ってお り、分析データー (1993出作遺跡 p

201、 表 17)No.8(不 明)は、今回分析の不明B群 と同じ数値を示 していることから、不明B群が地

元窯で焼かれた市場系土器と考えられる。

また、不明A群は市場系の窯でない地元窯か、現在までに発見されていない韓国国内の窯のものか

と考えられる結果が得 られた (第 V章三辻 )。 この特定は、市場系以外の地元窯の発見により確実に

なろう。一方、分析により不明A群 と不明B群の領域が半J別でき、不明B群が地元市場系 と判別でき

たことは成果である。

しかし、肉眼観察から確実に陶質土器 と思われる土器 (206,試料28)が陶邑と判別された。現時

点では、多 くの研究者による陶邑・陶質土器の形式学的な分類研究がなされており、ここでは形式学

を支持 し206の小型器台は陶質土器とする。

今後、より多 くの資料の蓄積により分析の領域が細分されれば、胎上分析からより明確な製作地の

判別がなされると考えられる。

船ヶ谷遺跡 4次調査地からは、市場系土器 (不明B群)と 不明A群があり、不明A群が船ヶ谷遺跡

独 自のものと確認されれば、不明A群の窯址が松山平野北部に存在するものと考えられる。このこと

を前提するならば、船ヶ谷遺跡は松山平野に陶質土器及び新 しい焼き物技術を伝えた渡来人を受け入

れた、松山平野北部の外交の窓口的地域であったとされよう。

(2)SRl出 上の石製品

本調査からは石器が多数出土 し、器種は24種に分類でき、数量は900点 に達した。

石器には、器種により時期をおおまかに特定できるものがある。縄文時代晩期から弥生時代前期ま

でに比定できるものは、石鍬、石錘、碇石、敲石、敲・磨石、磨石、砥石、台石で622点 、69.1%に

なる。弥生時代前期末のものには石鎌 7点 と石剣 3点があり、弥生時代前期末から弥生時代後期の器

種 には石庖丁 18点がある。弥生時代に比定される器種は、男根状石製品 3点 と石斧40点 があ り、古

墳時代の器種は石製模造品15点がある。

このほかには石核、剥片、スクレイパー、刃器、石鏃、石錐、素材 (原石 )、 敲石、敲・磨石、磨

石、砥石、台石があり、これらの石製品は製作 に関連する石器になり、作業場が周辺で検出される可

能性が高い。

また、一遺跡の出土量は松山平野でも多い遺跡 となり、器種の多様さも注目される資料である。
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(3)SRl出 土の土製品

SRl出土土器はその出土量の多さより、河幅と流れた方向が推浪1さ れる。出土した土器を①～③

層かつ4mグリッドに分け、各地点での出土土器重量 (実測図掲載遺物と石製品は省く)を計量した

(第 230図 )。 計量からはF6区が 163 kgで最重量を計り、つづいて、F4区・F5区が100 kg以上を計

る。SRlの東側に多く遺物が出土し、特にF区からの出上が多く出土する傾向にあり、SRlが南

東より北西に流れ、そのコーナー部にあたることが起因しているだろう。河幅では、SRl③層はF

区を中心に狭い範囲の出上で河幅は狭 く、SRl②層はC区からH区までの広い範囲の出土で河幅は

広 く、SRl①層ではF区 とE区の狭い範囲の出上で河幅は狭いと推測される。

また、SRl②層にある杭列 1・ 2の北側では遺物の出土量が少なく、南側では遺物が多数出土す

ることが判明した。グリッド出土遺物の内F4・ 5・ 6区には、特に弥生時代後期の遺物が多数出土

しており、これ等は短時間内の廃棄遺物として取り扱うことが可能であり、グリッドごとに主な遺物

を掲載してみた (第 231～ 235図 )。

以上、調査結果についてまとめを行った。調査結果からは、弥生時代集落と古墳時代集落の範囲が

確認できた。弥生時代の集落は、前期にはSRlの南西域に集落が想定でき、中期にはSRl東側に

移る様相を示す。後期から古墳時代前期にはSRlの東側にほぼ集中し、中期から後期には、完全に

SRlの東側に集落域が形成されることが明らかとなった。
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ま  と  め

5,科学分析

古環境復元のため樹種同定、種実同定、花粉分析、植物珪酸体分析を行った。

樹種同定ではSRl・ 土坑 5基 ■掘立注建物 1基から出上した54点の本材を同定し、その結果から

は掘立 1、 S K14・ 22出上の柱材はカヤで、SRl出上の抗はヒノキで作られているものが多く認

められた。

種実同定ではSRlと S K24から出上した13点 を対象とし、分析からは全てがモモ (核 )と 同1定

された。

分析結果からは、樹種同定と種実同定から船ケ谷遺跡周辺地域にはヒノキやカヤが分布し、モモが栽

培されていたと想定される。

〔文献〕

森光晴1985 『船ヶ谷遺跡』 愛媛県教育委員会

高尾和長 1999 『船ヶ谷遺跡2螂 査ユ 松山市文化財調査報告書第70集

真鍋昭文 1995 『持H町三丁目1遺跡』 ―
付 )愛媛県理蔵文化財調査セツター

権木謙一 1998 「石井東小学校縛内遺跡」『石井・浮穴の遺跡』 1松山市文化財調査報告書第65集

梅木謙―・水本完児 -2001「釜ノロ遺跡9次調査」F松山市選蔵文化財調査年報12』

長井数秋・土居睦子 1975 「西野遺跡」『愛媛県営総合違動公園調礎 蔵文化財調査報告書 I」 1愛媛県教育委員会

長井数秋 1986(≦原遺跡J『愛嬢県史資料編考吉J 愛媛県史編纂委員会

三吉秀充 2002.第 2回愛媛大学者古学研究室公開シンポジウム陶質土器の受容と初期須恵器の生産
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写真図版例言

1。 遺構は、主な検出状況、遺物出土状況、完掘状況については、 4× 5判や 6× 7判の白黒ネガフ

イルム・カラーリバーサルフィルムで撮影 し、3511ull判 で補足 している。撮影には高所作業車を使用

した。

使用機材 :

カメラ   トヨフイール ド45A     レンズ  スーパーァンギュロン 9011m他

アサヒペンタックス67         ペンタックス67 5511ull他

ニコンニューFM2          ズームニッコール 2811ull～ 85HIIn他

フイルム  白黒  プラスXパ ン・ネオパンSS

カラー エクタクロームEPP

2.単色図版は白黒写真を等倍で印刷原稿に使用できるように焼き付けている。

使用機材 :

引伸器   ラツキー450MD。 90M S

レンズ   エル・ニッコール13511MI F 5.6A・ 501nln F 2.8N

印画紙   イルフォー ドマルチグレー ドⅣRC

3.製版   カラー写真、写真図版175線

印刷   オフセット印刷

用紙   ニューVマ ット

製本   アジロ綴 り

【参考】   『埋文写真研究』vol.1～ 13 〔大西朋子〕



1 遺構検出状況南区 (東 より)

2 遺構検出状況北区 (南東より)

-267-



遺構完掘状況南区 (北東より)
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2 SRl陶 質土器出土状況 (南 より)
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SKl遺 物出土状況 (北東 より)
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SK7遺物出土状況 (南 より)

SK8完掘状況 (西 より)
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S K22柱出土状況 (南 より)
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S K24井戸枠出土状況 (東 より)
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-273-



図
版
人

SX2遺 物出土状況 (北 より)

|■fl■■

抄
‐ iす ●I

攀

… 攀
―

拶

・

鵞
下
ｉ

一伊

汐

-274-



図
版
九

挙

-275-



報告書抄録

ふ り が な ふなが たにいせき

垂 名 船 ヶ 谷 遺 跡

副 書 名 4次調査

巻 次 遺構・遺物編

シ リ ー ズ 名 松山市文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第 88集

編 著 者 名 高尾和長・山之内志郎・大西朋子・三辻利― 。(株)古環境研究所

編 集 機 関 松山市教育委員会 。(財 )松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

在所 地
市教委 :〒 790-0003

埋 文 :〒 791-8032
松山市三呑町 6丁 目6-
松山市南斎院町乙67-6

1 TEL 089-948-6605
TEL 089-923-6363

発 行 年 月 日 西暦 2002年 12月 24日

ふりがな

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ド 北緯 東経
調査期間

調査面積

(ド )

調査原因

市町村 遺跡番号

ふな  が  たに

船   ヶ  谷

4次 調 査 地

まつやましにしな力老

松山市西長戸 38201

33°

51′

54″

132°

44″

28″

20000410-

20000929
2,881 北部福祉施設

所収遺跡名 種 男U 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特 記 事 項

船 ヶ 谷 4次 集 落

弥生時代

土坑

溝

自然流路

弥生土器・木製品

石製品

壼を井戸枠 に使用、土

器棺 、泥 よけ木製品、

茄子形木製品、多量の

石製品の出土c

古墳時代

自然流路・溝

竪穴式住居

掘立柱建物

土坑

杭列

柵列

陶質土器、須恵器

土師器、石製品

勾玉、臼玉、紡錘車、

鉄製品、骨

陶質土器の小型器台 2

点出土。市場系土器の

出土。土師器の冑、短

甲、盾、鏡の祭祀遺物

の出土。



松山市文化財調査報告書 第 88集

船 ヶ谷 遺 跡 -4次調査―
遺構・遺物編

平成14年 12月 24日 発行

編 集

発 行

E日  扁J

松 山 市 教 育 委 員 会
〒790‐0003松 山市 三香 町 6丁 目 6-1

TEL 089--948--6605

財団法人 松 山 市 生 涯 学 習 振 興 財 団

埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー
〒791_8032松 山市 南 斎 院 町 乙 67番 地 6

TEL 089--923--6363

岡 田 印 刷 株 式 会 社

〒790_0012松 山 市 湊 町 7丁 目 1-8
TEL 089-941--9111




